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村田町教育委員会

教育長 吉 野  薫

蔵王連峰の麓、柴田郡のほば中央部に位置する村田町は、旧石器時代から中世

にかけて180箇所もの多 くの遺跡が見つかつています。菅生地区は、村田町でも

北東部に位置しており、自動車やバイクなどのレーシングコースがあるSUGO

として国際的にも有名なところです。

菅生地区にも多 くの遺跡があり、その中心的な存在 として菅生助八郎が城主で

あったと伝えられる菅生館跡があります。館跡のある山を、地元の人々は親 しみ

をこめて館山とか城山と呼んでいます。昔は、小学校の遠足で登ったというとこ

ろでしたが、近年は訪れる人々も少なくなったと聞き及んでいます。

このような菅生館跡を、県営中山間地域総合整備事業ほ場整備事業の一環で地

域住民の憩いの場 としての農村公園に整備するという事業が計画され、それに

伴つて発掘調査を行いました。

その結果、本丸の周辺などから掘立柱建物跡や、大規模な堀切や土塁などの遺

構が見つかりました。また、中世に使用された陶器や磁器の破片、石臼、石鉢な

どが出上しました。これらの遺物から、菅生館跡は鎌倉時代後半に造られ、戦国

時代に再び使われたものと考えられます。

さらに、菅生館を造る以前の縄文時代の土器や石器も出土し、この館跡のある

山において縄文時代の人々が生活を営んでいた場所であつたことが判明するな

ど、数々の貴重な成果がありました。

ここに、そのような成果を広 く紹介するために、村田町文化財調査報告書第22

集 として、菅生館跡の発掘調査報告書を刊行することになりました。

最後になりましたが、夏の暑い最中の発掘作業に当たられた方々、発掘調査の

ご指導や調査報告書の作成にご協力をいただきました、機関や個人の皆様に感謝

申し上げます。

平成18年 3月



例

1.本書は村田町文化財調査報告書第22集で、県営中山間地域総合整備事業ほ場整備事業菅生地区交流施設菅生

館整備工事に伴う菅生館跡の遺構確認調査の報告書である。本書の内容は、『平成17年度宮城県遺跡調査成果

発表会発表要旨』 (宮城県考古学会・平成 17年 12月 18日 )に優先するものである。

2.本書は、石黒仲一朗が執筆・編集 した。

3.本書の図版および注記表・観察表などは下記の者が作成 した。

只野宗―・渡邊香織・秋葉泰徳・小原豊

4。 本書に掲載した写真は、石黒が撮影した。

5.石器の石材については蟹澤聡史氏、中世陶磁器については佐藤洋氏に鑑定していただいた。

6.発掘調査および本書の作成については、次の機関および方々よりご指導・ご協力をいただいた。記して感謝

するものである。 (敬称略・順不同)

宮城県教育庁文化財保護課・宮城県大河原地方振興事務所 。村田町農林振興課

佐々木安彦・柳田俊雄・佐川正敏・吉井 宏・小荒井太―・佐藤則之・須田良平・菊地逸夫・相原淳一

山田晃弘・吉岡恭平・主浜光郎・高橋健寿 。日下和寿

7.調査に当たつては、菅生下区長の佐藤英勝氏をはじめとして、地元の方々の多大なるご協力をいただいた。

8.出土遺物および調査・報告書作成に関する資料・記録類は、村田町教育委員会が県管 している。

例

1,本報告書の土色については、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』 (日本色研事業)を使用 した。

2.本文中および図中の標高は海抜高である。

3.図中の北は真北である。

4。 第 1図は、国土地理院発行の25,000分の 1地形図 「仙台西南部」「岩沼」「陸前川崎」「村田」を使用 した。

5。 第 2図は、村田町発行の2,500分の 1国土基本図 (浄QD・ 78-3、 X―QD・ 784)を 50%縮小して使用 した。

6。 第 3図は、村田町発行の2,500分 の 1国土基本図 (X― QD。 784)を 250%拡大再 トレースしたものに、村田町

教育委員会が作成 した菅生館跡の概要図を組み合わせたものである。

7.付図は、菅生館閉中央部の測量図で、宮城県大河原地方振興事務所が作成 したものである。

8.平面基準は、平面直角座標系第X系を使用 している。

9,遺構図は、調査時に20分の 1で作成 したものを、適宣縮小 して掲載 し、スケールは各図版に示した。

10.遺物図は実寸で作成 したものを、陶磁器・土器は原寸または3分の 1か 3分の 2、 石器は 3分の 2、 石製品

は 3分の 2ま たは4分の 1、 木製品は 3分の 2で掲載し、スケールは各図版に示した。

H.遺物写真は、原則 として 3分の 2に したが、原寸または 3分の 1で掲載したものもある。

12.引用・参考文献については、本文中では (文献 1)な どとし、リス トは巻末に掲載した。
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(1)調査に至る経過

平成 5年 9月 、柴田郡旧富岡村 (現、村田町菅生地区・川崎町支倉地区)が特定農山村法による指定を受け、

これに伴って平成 7年 12月 に菅生地区農林業等活性化推進連絡会議が発足した。その連絡会議により、菅生地区

の県営中山間地域総合整備事業ほ場整備事業菅生地区交流施設菅生館整備工事計画が平成 9年 6月 に策定され、

菅生館跡の中央部を公園にするという事業が計画された (文献 1)。 これにより、農村公園の概要設計図が作成さ

れた。この図面により、宮城県大河原地方振興事務所・宮城県教育庁文化財保護課・村田町教育委員会の三者間

で、平成10年 4月 8日 と平成15年 7月 9日 に現地協議を行った。この結果、館跡の遺構を保存するように計画が

変更され、実施設計図が作成された。平成16年 9月 2日 、実施設計図に基づき3回 目の現地協議を行い、農村公

園内の管理用道路・遊歩道の階段部分・四阿・駐車場部分について遺構の確認調査を行うこととなった。

(2)

遺 跡 名

調査場所

遺跡略号

調査原因

調査面積

調査期間

調査主体

調査担当

調 査 員

調査要項

菅生館跡 (遺跡登録番号07025)

宮城県柴田郡村田町大字菅生字舘

SG

県営中山間地域総合整備事業ほ場整備事業菅生地区交流施設菅生館整備工事

445r正

平成17年 8月 8日～平成17年 10月 21日

村田町教育委員会

村田町荻育委員会

石黒伸一朗

(3)位置と歴史的環境

菅生館跡は、村田町の最北部、仙台市太白区との境界近 くにあり、東北自動車道菅生パーキングエリアの西北

西約500mに位置している。この付近は、高舘丘陵から派生した低い丘陵が連なる地形で、ちょうど仙台市・村田

町・ナII崎町の市町界がある標高321mの低い山から、東南方向へ延びた狭い尾根上に築城されている。菅生館跡の

下には坪沼川が流れており、この川は北方へ流れ仙台市太白区坪沼字赤石において名取チIIに合流するので、この

地域は名取ナII水系に属している。

菅生館跡の周辺からは旧石器の出土は確認されていない。しかし、村田町小泉付近にある旧石器時代後期の新

川流域遺跡群において、石器の素材に用いられている玉髄 と同様の原石が数箇所で見つかっており、川障スコリ

ア層などのテフラも確認されているので、将来的に旧石器時代の遺跡が発見されることも十分予想される。

縄文時代の遺跡は比較的多 く、高寺下遺跡 (早期)、 鍛冶屋遺跡、宮前遺跡、樽火遺跡、長坂遺跡 (後期～晩

期)、 境田遺跡、中沖遺跡、館前東遺跡 (早期)がある。弥生時代の遺跡 としては、高寺下遺跡、樽火遺明の 2箇

所がある。古墳時代の遺跡や古墳は確認されていない。

古代または平安時代の遺跡としては、高寺山遺跡、鍛冶屋遺跡、宮前遺跡、樽火遺跡、右京内遺跡、南沖東遺

跡、中沖遺跡、館前東遺跡、沼尻遺跡がある。高寺山遺跡は、標高み63mの高寺山の山頂付近にあり、山岳寺院の

跡と思わる大きな段状の遺構が確認されており、山頂には観音堂がある (文献 2)。

中世の館跡 としては、巻渕館跡 と根添館跡がある。巻渕館跡は、菅生館跡の東北方約650mに あるが、明確な館

跡の遺構は確認できない。根添館跡は、巻渕館跡の北方約1500mに位置し、高さ約20mの丘陵上に築造された平
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選 跡 名 種 別 年 代 No 遺 跡  名 種 別 年 代

l 菅生舘跡 城館跡 中世 長坂遺跡 散布地 縄文後・晩

2 巻渕館跡 城館跡 中世 2 境田遺跡 散布地 縄文

3 高寺下遺跡 散布地 縄文早・弥生 3 有京内遺跡 散布地 平安

判 高寺日1遺跡 寺院館 平 安 4 南沖束遺跡 散布地 平安

5 鍛冶谷遺跡 散布地 縄文 古代 中沖遺跡 散布地 縄文・平安

源蔵沢板碑 板 fH 中 世 館前束遺跡 散布地 縄文早・平安

7 源蔵沢遺跡 製欽 中近世 根添館跡 城館跡 中世

大門岬塚 塚 不明 沼尻遺跡 散布地 平安

9 宮前遺跡 散布地 縄文後・平安 愛宕神社登日板碑 板碑 中 世

10 樽火遺跡 散布地 縄文・弥生・古代 上前十三塚 塚 不明

第 1図 菅生館跡位置図 (縮尺1/25,000)
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第 2図 菅生館跡周辺地形図 (縮尺V5,000)
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山城である。北方に東西・南北とも80mの主郭が、その南側に副郭がある。主郭と副郭の間には、幅 5m、 深さ

3mの大きな堀切がみられる。主郭の周囲には、数段の腰郭が巡っている。館主は不明である (文献 3)。 中世か

ら近世の製鉄遺跡としては、源蔵沢遺跡がある。板碑は、源蔵沢板碑と愛宕神社登回板碑の二基がある。塚は、

大門llllh塚 と上前十三塚の 2箇所がある。

(4)菅生館跡の概要と館主

①菅生館跡の概要

菅生館跡は連郭式の山城で、その大きさは東西220m、 南北210mあ る。最も高い地点の標高は206m、 館跡から

東南方向の東北自動車道付近にある水田面 との比高差は88mで ある。館跡の現状は、雑木林や杉の植林、畑跡な

どとなっており保存状態は非常に良 く、各遺構がはっきりと残っている。主郭の西南側から東側および東北側に

かけての斜面には、22箇所の腰郭が確認された。これらの腰郭には、任意に第 1腰郭から第22腰郭と名称を付し

た。主郭 と最も下にある第14腰郭 との比高差は33mで ある。この館跡へ登るには、以前は県道仙台村田線沿い

の、旧」A村田町菅生支所の建物から東北方にある民家の近 くを通って登る小道があったといわれるが、現在は

雑木や笹藪に覆われており登ることは難しい。今回の公園工事に伴つて、館跡の北方を迂回し館跡西側へと登る

舗装道路が造られ、簡単に登ることが出来るようになった。以下、各遺構の調査前の状況について、現地での観

察 と概要図をもとにして説明する (第 3図参照)。

【主郭】(写真図版第48～ 56図 )

館跡の中央部に、東西62m、 南北27mの平場があり、これが主郭となるものと思われる。主郭中央部の標高は

201mで、やや東側に斜めに走る低い段状遺構があり、大きく二つの区画に分けられる。西側の平場には、南から

西側にかけて低い土塁が巡らされている。東側にある平場には、段状遺構と接続するように南辺に低い土塁があ

る。主郭の西側は大きな堀切であるが、その他は一段低くなって腰郭が巡っている。腰郭から主郭に登る道は、

確認できない。

【副郭】(写真図版第57～60図 )

主郭の西方、第 1堀切で隔てられた位置にある。平面形は不整形な台形を呈しており、大きさは東西21m、 南

北23mあ り、ほぼ平坦な平場となっている。西側のみに長さ22m、 幅 5m、 高さ1.2mの土塁がある。標高は、主

郭よりも若干高く206mあ る。

【櫓状遺構】(写真図版第61～64図 )

主郭の東側に、平面および立面ともに台形の遺構がある。この大きさは、底辺は東西13m、 南北19m、 上辺は

東西 8m、 南北Hmあ る。高さは2mあ り、小さな平場がみられるが、この平場は南側に傾斜している。西側の

みに低い土塁がある。土塁は南北 6m、 幅 lmあ る。この小規模な土塁は、主郭の東南角の土塁と対置している

ように見える。

【第 1堀切】(写真図版第65～68図 )

主郭と副郭との間には、長さ45m、 幅22m、 深さ3.5mの大きな堀切があり、これを第 1堀切とする。この第 1

堀切の副郭側には中間に段があり、小規模な堀切と部分的に小さな土塁が設けられている。第 1堀切の南端は、

第 2腰郭と接続する。北側は、自然の傾斜面に続き堀切の北端は明瞭ではない。

【第 2堀切・第 3堀切】 (写真図版第69～75図 )

副郭の西側には、南北方向に二本の堀切があり東側のものを第 2堀切、西側のものを第 3堀切とする。第 2堀

切は、長さ43m、 幅7.3m、 深さ2.6mあ る。第 3堀切は、長さ82m、 幅9.5m、 深さ3.Imあ り、中央付近から北
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方にかけては両側に低い土塁がみられる。第 3堀切の西方は、尾根上の緩やかな自然斜面で、館跡に関する遺構

などは確認できない。

【第 4堀切】(写真図版第76。 77図 )

館跡の東南端に、小さな尾根を分断した堀切が造られている。この堀切の規模は、東西18m、 南北 5mあ り、

第10腰郭から堀切底部までの比高差は3.4mである。底部の幅は3mで、ほぼ平坦である。東西にある腰郭との

間には段がみられる。

【第 1土塁・第 2土塁】(写真図版第78,79図 )

第 2堀切と第 3堀切の間には、平行する二本の低い土塁があり、東側の土塁を第 1土塁、西側の上塁を第 2土

塁とする。第 1土塁は、長さ35m、 幅4.6m、 高さ0.4mあ る。北端は、第 2堀切の角から6mほ ど南で無くなり、

南端は自然の急斜面へと続いている。第 2土塁は、長さ36m、 幅4.2m、 高さ0.5mあ る。北端は、第 3堀切の中

央付近で無くなり、南端は第 1土塁と同様に自然の急斜面へと続いている。

【通路状遺構】(写真図版第80図 )

副郭の北側から第 3堀切にかけては、東西方向に長さ48m、 幅1.2～2.8mの通路状遺構がある。西端は第 3堀

切と接続するが、東端は自然斜面へと続いている。北側には幅3.2～ 5,7mの人工的な法面があり、それは自然斜

面へと続いている。

【溝状遺構】(写真図版第81図 )

通路状遺構の西半分に平行する溝状遺構がみられる。東西23m、 幅2.5m、 深さ0,4mあ る。南側は、幅2.8mの

人工的な法面がある。

【第 1腰郭】(写真図版第82～84図 )

主郭の北側から東南側を取り囲むような腰郭で、菅生館跡の中では第10腰郭に次いで大きく、平面形は釣状を

呈しており、東西75m、 南北108m、 最大幅は41mあ る。主郭の北側から東側にかけては、東北方へやや傾斜して

いるが、東側はほぼ平坦である。簿状遺構の中心部から東南方9mに、館山二等三角点 (X=-202966.230。 Y

=-6020.685)が設置されている。

【第 2腰郭】(写真図版第85。 86図 )

主郭の西南側に位置している。平面形は長方形で、東西37m、 南北18m、 最大幅は12mあ る。西北側はやや傾

斜しているが、中央部から東南にかけてはほぼ平坦である。東端には安山岩の大きな角礫が並んでおり、その角

礫の中には矢穴の痕跡が認められるものが数個ある。現在は杉が植えられているが、以前は畑であったといわれ

ており、この角礫は耕作の邪魔になるので、動かすために矢穴を開けて割り、現在の場所に寄せ集められたもの

と思われる。

【第 3腰郭】(写真図版第87～89図 )

主郭と櫓状遺構の南側に位置している。平面形は弧状を呈しており、東西49m、 南北50m、 最大幅はHmあ る。

東南方へやや傾斜しているが、全体的にはほぼ平坦である。安山岩の大きな角礫が数個ある。

【第 4腰郭】(写真図版第90図 )

第 1腰郭の南端、一段低いところに位置している。平面形は台形を呈しており、東西18m、 南北13m、 最大幅

はHmあ る。南方へやや傾斜している。

【第 5腰郭】(写真図版第91・ 92図 )

第 1腰郭と第 4腰郭の東に位置している。平面形はS字状を呈しており、東西37m、 南北81m、 最大幅は15m

ある。中央部がやや高く、北部は東北方へ南部は東南方へやや傾斜している。



【第 6腰郭】(写真図版第93図 )

副郭南側の斜面下に位置する小さい腰郭である。平面形は長方形で、東西16m、 南北10m、 最大幅は8mあ る。

杉が植林されており、第 2堀切から第 2腰郭へ向かう山道が通っている。

【第 7腰郭】(写真図版第94図 )

第 6腰郭の南側、斜面下に位置している小さい腰郭である。平面形は長方形で、東西12m、 南北10m、 最大幅

は4mあ る。南方へやや傾斜している。

【第 8腰郭】(写真図版第95。 96図 )

第 2腰郭の南側、斜面下に位置している。平面形は弧状を呈しており、東西60m、 南北30m。 最大幅は10mあ

るが、東部は幅が 4～ 5mと 狭くなる。東南方へやや傾斜しているが、ほぼ平坦である。

【第 9腰郭】(写真図版第97図 )

第 8腰郭の南側、斜面下に位置している。平面形は細長い弧状を呈しており、東西38m、 南北34m、 最大幅は

東部にあり7mを測るが、西端へ行くにしたがって次第に狭くなる。東南方へやや傾斜しているが、全体的に見

るとほぼ平坦である。

【第10腰郭】(写真図版第98～ 103図 )

菅生館跡の中で最大の腰郭である。第 3腰郭 。第 5腰郭 。第 9腰郭の一段下に位置しており、上にある腰郭と

の間は急斜面となっている。平面形は不正なS字状を呈しており、東西156m、 南北101mあ る。最大幅は、東部

にあり23mを 測る。中央部の幅は12m、 西部の幅は7mである。東部は東方へ、中央部と西部は南方へ、それぞ

れやや傾斜しているが、全体的に見るとほぼ平坦である。中央部から西側に小さな段が一箇所認められるが、こ

れは後世のものと思われる。

【第11腰郭】(写真図版第104。 105図 )

第10腰郭東部の一段下に位置している。平面形は細長い長方形で、東西54m、 南北32m、 最大幅は15mあ る。

東南方へやや傾斜している。東部は小さい尾根へと続いている。

【第12腰郭】(写真図版第106・ 107図 )

第10腰郭中部の西南側、急斜面下に位置している。平面形は弧状を呈しており、東西37m、 南北46m、 最大幅

はHmあ る。全体的にほぼ平坦である。中ほどに低い段が見られるが、これは後世のものと思われる。

【第13腰郭】(写真図版第108。 109図 )

第12腰郭の西側、一段下に位置している。非常に小さい腰郭で、平面形は長方形を呈しており、東西Hm、 南

北8mあ る。

〔第14腰郭】(写真図版第108・ 109図 )

第10腰郭西部および第13腰郭の南側、斜面下に位置している。平面形はL字形を呈しており、東西30m、 南北

29m、 最大幅は22mあ る。南方へやや傾斜している。

【第15腰郭】(写真図版第110図 )

第10腰郭西端の南側、斜面下に位置している。平面形は不正形で、東西55m、 南北30m、 最大幅は19mあ る。西

南方へ傾斜している。

【第16腰郭】(写真図版第Hl図 )

第 9腰郭の西南側、急斜面下に位置している。平面形は、隅丸の長方形を呈しており、東西41m、 南北43m、

最大幅は28mあ る。南方へやや傾斜している。この腰郭の西南側にも、東西25m、 南北28mの、三角形を呈する

平場が認められるが、腰郭かどうかは不明である。
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【第17腰郭】(写真図版第H2図 )

第 1腰郭中央部の東側、急斜面下に位置している。平面形は長方形に近く、東西10m、 南北18m、 最大幅は7

mあ る。東方へやや傾斜している。

【第18腰郭】 (写真図版第H3図 )

第 1腰郭中央部の東側、急斜面下に位置している。平面形は正方形に近く、東西27m、 南北21m、 最大幅は21

mあ る。東方へやや傾斜している。

【第19腰郭】(写真図版第H4図 )

第17腰郭および第10腰郭北端の斜面下に位置している。平面形は長方形に近いが、中ほどに段がある。東西42

m、 南北51m、 最大幅は23mあ る。東方へやや傾斜している。この腰郭の東側に、東西20m、 南北23mの平場が

認められるが、腰郭かどうかは不明である。

〔第20腰郭】(写真図版第H5図 )

第20腰郭東部の斜面下に位置している。小さな腰郭で、平面形は台形を呈しており、東西 8m、 南北12m、 最

大幅は7mあ る。

【第21腰郭】(写真図版第H6図 )

第20腰郭東部の斜面下に位置している。非常に小さな腰郭で、平面形は菱形を呈しており、東西 4m、 南北H

mあ る。

【第22腰郭】(写真図版第H7図 )

第20腰郭および第21腰郭の東側、急斜面下に位置している。平面形は菱形を呈しており、東西14m、 南北27m、

最大幅は8mあ る。この腰郭の東方は、急な沢となっており地滑りが発生している。

②菅生館の館主

菅生館跡についての最も古い記録は、延宝年間 (1673～ 1681)の『仙台領古城書上』である (文献 4)。 これに

は、「山 菅生城 同 四十間 二十間 城主菅生助八郎」 と記されている。同様の記述は、『仙台領古城書立之

覚』にもみられ、「山 菅生城 東西四十間 南北二十間 右城主菅生助八 卜申者御座候此子孫家中二有之候ノ名

碇 卜相知不申菅生古城 卜申伝候」とある (文献 5)。 また、安永 6年 (1777)の 『柴田郡菅生村風上記御用書出』

には、「古内館 竪九拾間 横七拾間 右御城主菅生助八郎様之由御座候得共何歳之頃御住居候哉申伝二茂年月

相知不申候」と記されている (文献 6)。 これらによると、菅生館の館主は菅生助八郎である。『仙台領古城書立

之覚』には「菅生助八」と記されているが、これは書き間違いと思われる。菅生館のことを、『仙台領古城書上』

と『仙台領古城書立之覚』はともに「菅生城」としているが、『柴田郡菅生村風上記御用書出』は「古内館」と書

かれており、館の大きさにも違いがみられる。

菅生氏は平士で、『伊達世臣家譜』によると、下野国国主小山下野守高朝の後裔といい、小山氏が滅亡した後、柴

田郡菅生村に移 り住んで菅生を称したという (文献 7)。 菅生家の祖は伯者で、伯者の子の与作は相馬氏との戦い

の際、宇多郡坂本で戦死した。その子の助八郎は、天正18年 (1590)の 宮崎の役で軍功をあげた。文禄 4年 (1595)

に伊達政宗から菅生村に100石を給された。その後、栗原郡刈敷村 (現在の栗原市志波姫刈敷)に改められた。助

八郎の子の助六郎の跡は、常陸国筑波郡鹿島社の神主中島氏の子が継いで定朝 と称し300石 の禄 となった (文献

8)。 菅生氏にかかわる古文書は非常に少ないが、天文12年 (1543)の大崎義宣起請文には「菅生ひこ二郎」 (文

献 9)、 元和 9年 (1623)の伊達政宗山追人数書には 「菅生助八郎」の名が見えている (文献10)。

『柴田郡誌』には、菅生氏は維新前まで菅生村の領主であるとともに菅生館の館主で、菅生助八郎は安倍宗任の
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部下であったが八幡太郎に殺されたという言い伝えが載せられている (文献 2)。 安倍宗任は、平安時代中頃の奥

州在地の武将であるが、この言い伝えが何の資料に拠るのかは示されていないので不明である。このことは、『村

田町史』にも引き継がれ、菅生館跡を平安時代頃のものとしている (文献H)。 菅生館跡を最初に詳しく調査した

のは紫桃正隆氏と思われ、本丸・二の丸 。東曲輪などが描かれた略図を公表された (文献 3)。 紫桃氏のいう本丸

は、本報告書の主郭、二の丸は第 1腰郭から権状遺構にかけて、東山輪は第10腰郭付近を指している。しかし、

副郭や館跡西端にある第 2・ 3堀切などについては、踏査されなかったのか略図には入っていない。

(5)調査の方法

今回の調査目的は、館跡の中央部を公園として整備するために工事が行われる、遊歩道の階段部分・管理用道

路・四阿・駐車場について、遺構の有無を確認することである。調査区名は、駐車場部分の範囲が広いのでA区

とし、そのほかは東から西へ第 1ト レンチから第21ト レンチとした。遊歩道の階段部分・作業用道路 。四阿は、

人力で表土を剥いで遺構の確認を行った。A区のみは、重機を用いて表土を剥いで遺構確認を行った。基本的に

各調査区では、表土を剥ぎ遺構が確認された時点で、記録を取って埋め戻した。しかし、調査区内に堀切があっ

た場合には、堆積上をすべて除去し底面まで検出した。土塁の中で、副郭西側の上塁、第 1土塁、第 2土塁につ

いては、断ち割 りを行い積み上の状況などを観察した。遊歩道の階段は、堀切や土塁、郭の斜面に設置され、全

部で13箇所ある。階段の上下に郭があるので、郭の方へ任意に調査区を延長 し、管理用道路 と近接する階段につ

いては管理用道路の端まで延ばした。四つの階段が近接 して作られるところは一つの調査区としたので、調査区

は全部で 7箇所 となった。調査区名は、第 6・ 7,9・ H・ 13・ 16・ 21ト レンチとした。第16ト レンチおよび第

21ト レンチは、四つの階段が作られるところなので、長細い調査区になった。第21ト レンチからは、副郭西側に

ある土塁下から石器類が出上したので、記録を取った後に遺物を取 り上げた。その出土層の下層にも、石器類が

含まれているかどうかを確認するために、愛島軽石層の上面まで掘 り下げた。また、石器類が出土 した地層はテ

フラと思われたので、自然科学分析用に土壌 と炭化物を試料 として採取 した。管理用道路は、全長が303mあ るの

で、任意に13箇所の調査区を設定した。これらの調査区名は、第 1・ 2,3・ 4・ 5,10。 12・ 14・ 15。 17。 18。

19・ 20ト レンチとした。調査区の大きさは、2.5m四 方を基本 としたが、部分的に拡張したところもある。四阿は、

主郭中央部のやや東側を斜めに走る段状遺構の隣に建てられるため、段状遺構の上にも一部を拡張しL字形の調

査区で第 8ト レンチとした。調査により、段状遺構は整地層があったので、一部を断ち割って断面の観察を行っ

た。駐車場部分のA区では、西端で土墳が 1基確認されたが、ここは公園の駐車場へ出入 りする場所に当たり、

削平される範囲に入っていたため、通常の調査を行った。また、A区の南端に深掘 トレンチを一箇所設定し、地

山の層序を観察した。主郭を取 り巻 くように配置されている腰郭の中で、工事が行われない腰郭については公園

工事が行われる腰郭は第 1腰郭 。第 2腰郭 。第 4腰郭 。第 5腰郭の 4箇所であるが、館跡の全容を知る必要があ

ると思われたので、工事が行われない腰郭については土地所有者の許可を得て雑木や笹藪などの刈 り払いを行

い、300分の 1で平面図を作成するとともに写真撮影を行った。測量原点は、A区の北側に設定されていたA10杭

(X=-202859,253・ Y=-6186.494)を使用 した。各調査区の平面図および断面図は20分の 1で作成 した。写

真は、35Hunカ ラーリバーサルフィルム、351mllモ ノクロフィルムおよびデジタルカメラで随時撮影した。

(6)菅生館跡の地層

菅生館跡では、すべての調査区に対して共通する層位は認められなかった。多 くの調査区では、表土を剥いだ

段階で遺構が確認されたが、第 1ト レンチと第 2ト レンチでは 3層上面、第14ト レンチでは 2層上面で遺構が確
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3////////5愛島軽石唐
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層序懐式図 (縮尺4/80)
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第 5図



第 2ト レンチ

第 6ト レンチ

第 7ト レンチ

層位 上  色 土 質 備 考

l 7 5YR3/4 暗褐色 ンフレト 表土

2 5YR3/4 暗赤褐色 ンフレト 炭化物 を少量含む

3 5YR2/4 極暗褐色 シルト 赤褐土・明黄褐色土をブロック状に合む 遺構検出面

層 位 土   色 土 質 備 考

1 10釈3/4 暗褐色 ンアレト 表土

2 7 5hR5/6 明褐色 ンルト

3 ICIYR8/3 浅黄橙色 粘土質性シル ト

4 10XR7/3 にぶい黄橙色 粘土

5 2 5YR4/6 赤褐色 礫 風化 した安山岩

6 2 5YR4/6 赤褐色 礫 上層 よりも少 し灰色が強い 風化 した安山岩

7 10YR6/6 H/1褐 色 軽 石 愛島軽石層 (Ac Md)

層 位 土   色 土 質 備 考

1 10YR5/4 にぶい黄褐色 ンルト 表土

2 10YR3/4 暗褐色 ンルト 黄褐色のブロックを多量に合む 整地層

3 10YR2/1 黒色 ンルト 旧表土

4 7 5YR4/6 褐色 ンルト

5 7 5YR5/6 明褐色 シルト

6 7 5YR6/6 橙色 シルト

7 7 5YR6/6 橙色 シルト 軽石層を含む 川吟スコリア層を粒状に合む

8 10釈7/6 黄橙色 軽 石 愛島軽石層 (Ac Md)

第 16ト レンチ (第 1堀切東壁面 )

層位 土   色 土  質 備 考

I 10XR3/4 暗褐色 シルト 表土

2 7 5YR4/4 褐色 シルト

3 7 5YR4/6 褐色 シルト

4 7 5YR6/6 橙色 シルト マンガン粒を多量に合む 全体的に自つぽい 砂礫を多 く合む

5 7 5YR5/8 明褐色 粘土

6 7 5YR8/4 浅黄橙色 シルト 砂粒を多 く含む マンガン粒を多 く合む 全体的に自っぽい 4層 と類似

7 7 5YR5/6 明褐色 粘土

8 5釈4/6 赤褐色 シルト マンガ ン粒を多 く含む

9 7 5YR4/4 橙色 粘土 マンガン粒を多 く含む 砂粒を合む

10 7 5YR4/3 橙色 粘 土 マンガン粒 を多 く合む 砂粒を含む

ll 7 5YR4/4 橙色 粘土 マンガン粒 を少量合む 黄褐色のブロックを少 し含む 砂粒を合む

12 7 5YR4/6 褐色 粘土 マンガン粒を少量含む 砂粒を含む

13 7 5YR8/3 浅黄橙色 粘土 マンガン粒を縞状に多量に含む

14 7 5hR5/6 明褐色 粘上

15 2 5YR5/8 明赤褐色 シルト 白色の風化 した岩片を多量に含む

10YR3/4 暗赤色 シルト 岩が風化 した層 白色の風化 した岩片をブロック状に合む

17 10YR4/8 赤色 シルト 7 5YR5/6明 褐色シル トの互層 すじ状に黒い粒子の層を多 く含む

第21ト レンチ (第 3堀 切東壁面 )

層位 土   色 土 質 備 考

l 75釈3/4 暗褐色 シアレト 表土

2 75釈7/8 黄褐色 軽石 黒色上の塊を多 く合む 角礫凝灰岩片を多 く合む 愛島軽石層 (Ac Md)

3 7 5YR7/8 黄橙色 粗砂 上層 よりも黒い塊を多量に合む 白い岩片を多 く含む

4 10Yl17/1 灰白色 粗砂

5 75釈5/6 明褐色 粘 土 暗褐色のマンガンの砂礫を多 く含む

6 7 FDIR4/6 褐色 砂質シル ト

A区深掘 トレンチ

層位 土   色 上 質 備 考

1 10hR3/4 暗褐色 表土

2 10釈3/3 暗褐色 褐色土をブロック状に合む

3 7 5YR4/4 褐色 ン,レ ト 暗褐色土をブロック状に合む 縄文土器片・剥片・砕片を合む

4 10YR4/6 褐色 粘土質シル ト 縄文土器片・剥片・砕片を含む

5 10YR4/6 褐色 粘土質シル ト 上層よりやや黄色

6 10YR4/6 褐色 ンル ト 上層よりやや黄色

7 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 0 5cm～ 2 cmの 川崎スコリアの塊を含む

8 ♀も|三と

'6 5臨

スコリア 川崎スコリア層 (Za Kw)

9 10YR6/4 にぶい責橙色 粘土 0 5cmの 角閃石を少量含む 0 5cm～ 2 0cmの スコリアの塊を少量合む

1046/6 明黄褐色 粘土 0 5cm～ 1 5cmの 青灰色角礫を少量含む 0 1cm～ 0 3cmの マンガン粒を少量含む

10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 0 2cm～ 1 5cmの 青灰色角礫を多量に合む 0 1cmの マンガン粒を多量に含む

10YR6/6 明黄褐色 粘上質シル ト 0 3cm～ 1 5cmの青灰色角礫を多量に合む 0 05cmマ ンガン粒を多量に含む

10YR7/4 にぶい黄橙色 砂質シル ト 0 1cm～ 0 5cmの 青灰色角礫を多量に含む 0 05cm以下のマンガン粒を多量に含む

10YR7/4 にぶい黄橙色 砂礫 0 2cm～ 0 5cmの 青灰色角礫を多量に含む

第 1表 層序模式図土層註記表
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認された。第 3図は、菅生館跡の層序模式図である。第 6・ 7・ 16・ 21ト レンチについては、遺構の壁面で観察

した地山の地層 と、A区深掘 トレンチの地層について説明する。第 6ト レンチは、主郭の東側斜面で観察した。

2層から4層はテフラと思われる。 5層 と6層は、安山岩が風化した硬い層である。 3層から6層にかけては北

側に傾斜している。 7層は愛島軽石層 (Ac一Md)で 、層厚は20cm以 上あり、上部の層とは逆に北側へ上がっ

ている。第 7ト レンチは、主郭の東北側斜面で観察した。各層は水平な堆積層である。 2層は整地層、 3層は旧

表土層で、4層から7層はテフラと思われる。 8層は愛島軽石層で、層厚は198cm以上ある。第16ト レンチは、第

1堀切の東側斜面で観察 した。各層は水平な堆積層である。 2層から8層はテフラと思われる。16層 と17層 は、

岩石が風化 したような層で非常に硬い。ここでは愛島軽石層は確認できなかった。第21ト レンチは、第 3堀切の

東側斜面で観察した。 2層以下は北側にやや傾斜 している。 2層は愛島軽石層で、層厚は136cnで ある。第 2堀

切においても、厚い愛島軽石層が認められた。A区深掘 トレンチの西壁断面は、各層がほぼ水平な堆積層で、ほ

とんどがテフラと思われる。 3層 と4層には、縄文土器や石器などが僅かに包合されていた。 8層は川崎スコリ

ア層 (Za一 Kw)で、層厚は13cmあ る。10層 以下は、非常に締まりが強 く、最下層の14層 は砂礫層 となる。

(7)調 査結果

①第 1ト レンチ (図版第6図 :写真図版第H8・ H9図 )

櫓状遺構の東側にある第 1腰郭の平場に、3.Om× 2.5mの 調査区を設定した。地表面から約35cm掘 り下げた、

3層上面で遺構が確認された。 3層は10YR5/8責 褐色シル トである。遺構はピットが 7箇所で、直径は15～ 50cm、

円形や楕円形を呈しており、一部重複 しているものもあったが、柱痕が認められるものは無かった。遺物の出土

は無かった。

② 第 2ト レンチ (図版第 7図 :写真図版第120～ 122図 )

第 1腰郭に設置されている三角点のすく
゛
傍の平場に、3.Om× 2.5mの 調査区を設定した。地表面から約40cm掘

り下げた。 3層上面から遺構が確認された。 3層 は5YR2/4極暗赤褐色シル トで、赤褐色 と明黄褐色シル トをブ

涅ック状に合む層である。遺構はトレンチの全面で確認され、重複 しているものが多かった。溝状遺構 2箇所、

土墳 2箇所、ピット12箇所を確認した。溝状遺構 lは、調査区のほぼ中央で確認され、長さ170cm、 幅10～30cmあ

り、ピット3を切っている。溝状遺構 2は、調査区の北端で確認され、長さ30cm以上、幅25cmあ り、ピット2お

よびピット3に切られている。 1号土獲は、楕円形を呈しており、長径95cm、 短径42硼以上ある。 2号土娠も楕

円形を呈しているものと思われ、長径85cm、 短径56cm以 上ある。ピットは、直径25～60cmで 、円形や楕円形を呈

していたが、柱痕が認められるものは無かった。遺物の出土は無かった。

③ 第 3ド レンチ (図版第 8図 :写真図版第123・ 124図 )

櫓状遺構の東北にある第 1腰郭の平場に、3.Om× 2.5mの 調査区を設定した。地表面から約40cm掘 り下げた 2

層上面で遺構が確認された。 2層は7.5YR5/8明褐色シルトである。中央より東南側に傾斜していたが、これが人

工なのか自然の傾斜なのかははっきりしなかった。南北方向の溝状遺構が 1箇所確認された。長さは140cm以上、

幅は30cmあ った。遺物の出土は無かった。

④ 第 4ト レンチ (図版第 9図 :写真図版第125。 126図 )

櫓状遺構の北にある第 1腰郭の平場に、2.5m× 2.5mの 調査区を設定 した。地表面から約45cm掘 り下げた面

-15-
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第 6図 第 1ト レンチ (縮尺V30

第 1ト レンチ遺構註記表

離 名 土  色 土 質 備 考

101R3/4褐色 シ,レ ト

P2 7.5YR3/4 暗褐色 シルト 褐色土を少量合む

P3 7.5HIR3/4 暗褐色 ンルト 鏑 色■を少量含む

P4 7.5YR3/4 暗褐色 ンルト 明黄褐色上を含む

P5 7.5YR3/4 暗褐色 シルト

P6 7 5YR3/4暗絶 シルト 黄褐色上を少量合む

P7 5YR3/4 明絶 ンルト 褐色上と炭化物を少量含む

路 5YR3/3 暗赤褐色 シルト 褐色上 と魔化物を少量含む
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第 2ト レンチ土層註記表

層位 土  色 土 質 備 考

1層 7.5YR3/4 暗褐色 シルト 表土

2層 5YR3/4 暗赤褐色 シルト 炭化物を少量合む

3層 5YR2/4 極暗赤褐色 シルト 赤褐色・明黄褐色上をブロック状に合む

第 2ト レンチ遺構註記表

通隧名 土  色 土 質 備 考

1号土壌 7 5YR4/4褐色 シルト 明黄褐色土・炭化物を少量含む 赤褐色土を含む

2号土壊 7制留 /4 暗褐色 シルト 明黄褐色土・炭化物を少量合む

濤状遺構 1 7 5YR3/4 暗褐色 シルト 明黄褐色土・炭化物を少量合む

溝状遺構 2 7 5YR3/4 暗褐色 シルト 明責褐色土・炭化物 を少量含む

10hR3/1 黒褐色 シルト 炭化物・暗褐色土を多量に含む

l研路 /4 暗褐色 シルト 明黄褐色土 と炭化物を多量に含む

7 5YR4/4 褐色 シ,レ ト 明黄褐色上を含む

P4 7 5YR3/4 暗褐色 シルト 明黄褐色上を少量含む

7 5YR3/4 褐色 シル ト 明黄褐色土 と炭化物を少量合む

P6 7.5h R4/4 褐色 砂質シル ト 明黄褐色土

P7 7.5YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物・明黄褐色上を少量合む

P8 7.5YR3/3 暗褐色 シアレト 炭化物・明黄褐色上を少量含む

P9 7.5YR4/4 褐色 シルト 炭化物・明黄褐色上を少量含む

l倒昭 /4 暗褐色 シル ト 炭化物・明黄褐色上を少量含む

7 5YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 明黄褐色上を少量含む

5YR3/4 暗赤褐色 砂質シル ト

第 7図 第 2ト レンチ (縮尺V30)
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溝状遺構

第3ト レンチ遺構註記衰

第4ト レンチ造構註記表

不明通構

f
ざ

遭構名 土  色 上 質 備 考

溝状通構 10YR2/3 黒綺島 シルト Ю43μ暗褐色土をまだら状1こ含む

第3図 第3ト レンチ (縮尺V3ω

濁構名 土  色 土 質 備 考

不舅迪騰 7.5YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物・黄櫛色と 礫ヽを含む

第 9図 第 4ト レンチ (縮尺1/30)
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で、不明遺構が 1箇所確認された。遺構確認面は、7.5釈5/8明褐色シル トである。不明遺構は、幅140cm以上あ

り、清状遺構の一部なのか自然の落ち込みなのか判別できなかった。

⑤ 第 5ト レンチ (図版第10図 :写真図版第127～ 129図 )

主郭東端の斜面の下に位置する第 1腰郭の平場に、2.8m× 2.3mの 調査区を設定した。地表面から約55cm掘 り

下げた 2層上面で、溝状遺構 とピット3箇所を確認 した。 2層は7.5YR5/8明褐色シル トである。清状遺構は、調

査区のほぼ全面で確認され、南北方向であるがやや湾曲しており、幅は3.lm以 上ある。ピットは、すべて溝状遺

構の堆積土に掘 り込まれており、直径は20～ 90cm、 円形か楕円形を呈しており、柱痕の認められるものは無かっ

た。ピット3は、やや大きいので土獲かもしれない。

⑥ 第 6ト レンチ (図版第H～ 13図 :写真図版第130～ 134図 )

主郭の東南斜面に、8.8m× 1.7mの調査区を設定した。地表面から20cm～ 50cm掘 り下げた面で、遺構を確認し

た。堆積土は 4層である。主郭の平場部分、斜面の近 くから2箇所のピットを、斜面下の第 1腰郭の平場からは

3条の溝状遺構を確認 した。ピットは、直径は20～ 35cm、 円形 と楕円形である。溝状遺構 1は 、西北から東南方

向で、幅は20cm以 上あり、溝状遺構 2を切っている。清状遺構 2は、東北から西南方向で、幅は50cm～ 65cmであ

る。溝状遺構 3は、南北方向で幅は25cm以 上である。主郭および第 1腰郭との間の斜面は、地山を削り出した人

工的なものと思われ、その角度は約45度である。遺物は、斜面下方の 2層から石臼の上臼片 1点が出土した (図

版第13図 1:写真図版第220図 1)。 また、調査区東側の櫓状遺構の基部から、石鉢の回縁部片 1点 を表採 した

(図版第13図 2:写真図版第220図 2)。

⑦ 第 7ト レンチ (図版第14・ 15図 :写真図版第135～ 137図 )

主郭の東北斜面に、8.3m× 1.7mの調査区を設定した。主郭の平場部分は、地表面から約30cm掘 り下げた整地

面で、その他は15cm～40cm掘 り下げた地山面で遺構を確認した。堆積土は 3層である。主郭の平場部分は整地層

で、斜面からの観察では層厚は54cmあ り、整地層の下には薄い黒褐色の旧表土が認められた。平場の斜面近 くか

らは、整地層に掘 り込まれた 5箇所のピットを確認した。ピットは、直径23～35cmの 円形で、柱痕の認められる

ものは無かった。主郭および第 1腰郭 との間の斜面は、地山を削り出した人工的なものと思われ、その角度は約

45度である。遺物の出土は無かった。

③ 第 8ト レンチ (図版第16～ 18図 :写真図版第138～ 143図 )

主郭中央部よりやや東側にある段状遺構のすく
゛
下に、5.5m× 6.Omの 調査区を設定し、さらに段状遺構の上ヘ

2.2m× 3.5m拡張した。地表面から30cm掘 り下げた面で遺構を確認 した。遺構確認面は、10YR4/6褐 色粘土質シ

ル トである。遺構は、掘立柱建物跡 1棟、清状遺構 3条、ピット3箇所が確認された。この遺構確認面は、ほぼ

平坦に整地されているようである。堆積土は 2層である。掘立柱建物跡は、 トレンチの中央から北側にかけて、

南北方向の段状遺構 と平行するように確認された。これは、桁行 1間 (1.7m)、 梁行 2間以上 (3.3m)あ り、そ

の掘 り方の直径は40～ 60cmの 隅丸方形を呈しており、柱痕跡は見られなかった。溝状遺構は、すべて段状遺構の

斜面下から確認された。溝状遺構 1は、長さ2.8m、 幅0.2mあ る。濤状遺構 2は途中で切れているが、長さ5。 9m

以上、幅20～45cmあ り、掘立柱建物跡に切 られている。溝状遺構 3は、長さ45cm、 幅20cmあ る。ピットは、掘立

柱建物跡の東側で確認され、直径30～40cmの 円形を呈している。段状遺構の高さは90cmで 、斜面の角度は約25度、
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第10図 第 5ト レンチ (縮尺V30)

第 5ト レンチ土層註記表

層 位 上  色 上 質 備 考

l層 101R3/4 暗褐色 シ
ー
ルト 斎褥色手・炭化物を少畳含む

第 5ト レンチ攀

離 名 土  魯 土 質 備 考

濤状通構 101R4/2灰褐色 シ,レ ト 炭化物・黄褐色土・小擦を含む

Pl 101R3/4 暗褐色 砂質シルト 黄褐色土をプロック状に含む

10VR3/4 暗褐色 シルト 欝隠色上をデロツタ状に合む

P3 10YR3/8 暗褐色 シ,レ ト 101R3/4暗 褐色とを含む
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第 6ト レンチ出土・櫓状遵構表採 石製品観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重量 (kB) 石 材 写真図版

第13図 1 S C137 第 6ト レンチ 2層 石製品 石 臼 上 臼 24 5 安山岩 第220図 1

第13図 2 S G136 櫓状遺構 表採 石製品 石鉢 日縁部 91 デイサイト 第220図 2

第13図 第 6ト レンチ出土遺物・櫓状遺構表採遺物 (縮尺V4)
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第8ト レンチ出土 陶磁器・土師質土器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 外 面 内 面 時   期 備  考 写真図版

第18図 1 S G125 8ト レンチ 1層 陶器 甕 体部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第220図 3

第18図 2 S G133 8ト レンチ l層 磁 器 碗か皿 体部 染付 染付 16世紀 中国産 第220図 4

第18図 3 S GH7 8ト レンチ 表 摂 土師質上器 皿 底部 ロクロ調整 ナ デ 第220図 5

第8ト レンチ出土

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 時  期 備   考 写真図版

第18図 4 S G134 8ト レンチ l層 木製品 椀 日縁部 炭化 第220図 6

第8ト レンチ出土

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 石 材 長 (I al) 幅 (all) 厚 (all) 重量 (g) 備  考 写真番号

第18図 5 S G44 8ト レンチ I層 石核 玉髄 49 7 第220図 7

第18図 第 8ト レンチ出土遺物 (縮尺2/3)
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上面は主郭中央へと続いている。段状遺構は上を積んで造られていたので、調査区の南端において一部断ち割 り

を行い、断面を観察した。その結果、整地層は3層あり、最も厚いところは56cmで あった。整地層 と地山との間

には、 2～ 5 cmと 非常に薄い、炭化物を合む黒褐色粘土質シル ト層が堆積していた。遺物は、中世陶器の小破片

(図版第18図 1:写真図版第220図 3)、 中国製磁器の椀か皿の小破片 (図版第18図 2:写真図版第220図 4)、 木

製椀の日縁部の炭化 した小破片 (図版第18図 4:写真図版第220図 6)、 玉髄製の石核が各 1点出上した (図版第

18図 5:写真図版第220図 7)。 また、土師質土器の皿の小破片 1点を表採した (図版第18図 3:写真図版第220図

5)。

③第 9ト レンチ (図版第19。 20図 :写真図版第144～ 146図 )

主郭中央部より北側にある段状遺構の上に、4.8m× 1.5mの調査区を設定した。地表面から30cm前後掘り下げ

た面で、溝状遺構とピット3箇所を確認した。遺構確認面は、7.5YR3/4暗褐色粘土質シルトである。堆積土は3

層である。段状遺構は、地山を整地して造られており、段の高さは70cm、 斜面の角度は18度である。この段状遺

構の上辺に、溝状遺構が南北方向に 1条確認された。長さは1.9m以上、幅は0,62～ 1.23mあ る。ピットの直径は

45～70cmで 、隅丸方形を呈しており、柱痕跡の認められるものは無かった。ピット2は、溝状遺構に切られてい

た。遺物は1層から、中世陶器の破片が 3点出上した (図版第20図 1～ 3:写真図版第221図 1～ 3)。

⑩第10ト レンチ (写真図版第147・ 148図 )

主郭の北側斜面下の第 1腰郭に、3.Om× 2.5mの調査区を設定した。地表面から約20cm掘 り下げたが、遺構は

確認されず、遺物の出土も無かった。確認面は、7.5YR4/4褐色シル トである。

① 第 11ト レンチ (図版第21図 :写真図版第149～ 151図 )

主郭北側の斜面から一段下にある第 1腰郭に、H。 7m× 1.7mの調査区を設定した。主郭の平場部分は、地表面

から40cm掘 り下げた面で整地層を確認 した。整地層の下には薄い黒褐色の旧表上が認められた。斜面から第 1腰

郭の平場にかけては地表面から30～45cm掘 り下げた面で遺構を確認した。遺構確認面は、10YR6/8明 褐色シル ト

である。遺構は土墳が 1基で、大きさは長径 1.lm、 短径0.8mの 隅丸方形を呈している。堆積土は 5層で、 4層

は地滑 りを起 こしたような地山のブロックを多量に合んだ層で、斜面の角度は約30度である。遺物の出土は無

かった。

⑫第12ト レンチ (写真図版第152・ 153図 )

主郭の北側斜面下の第 1腰郭に、3.Om× 2.5mの調査区を設定した。地表面から約15cm掘 り下げたが、遺構は

確認されず、遺物の出土も無かった。確認面は、10YR5/6黄 褐色粘土である。

④第 13ト レンチ (図版第22～24図 :写真図版第154～ 162図 )

主郭南側の上塁から一段下にある第 2腰郭に、21.6m× 1.8mの調査区を設定した。地表面から10～30cm掘 り

下げた面で遺構が確認された。遺構確認面は、7.7YR4/6褐色粘土質シルトで、粘性が非常に強い。主郭の平場部

分からは、平坦に整地した面を5,3m確認した。この平坦面は、2.5YR5/8明黄褐色シルトで、暗褐色粘上質シルト

のブロックを合んでいる。

土塁は、基底部の幅4.5m、 上部の幅1.2m、 高さは0。 9mあ るが、調査区から東側へ行くとさらに高くなる。構
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第19図 第 9ト レンチ (縮尺V40)

第20図 第 9ト レンチ出土遺物 (縮尺V3)

%Ⅲ 2

郡

♯

第 9ト レンチ土層註記表

層 位 土   色 土  質 備 考

1層 10YR2/3 黒褐色 シルト 表土

2層 7 5YR2/3 極暗褐色 シルト

3層 7 5YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 黄褐色土を少量含む

4層 751R3/4 暗褐色 粘土質シル ト 黄褐色土をブロック状に合む

第 9ト レンチ遺構註記表

遺構名 土   色 土 質 備 考

溝状遺構 7 5YR3/3 暗褐色 シルト 黄褐色土・炭化物を少量合む

Pl 10釈3/4 暗褐色 シルト 黄褐色土をブロック状に含む

10釈3/4 暗褐色 シルト 黄褐色上をプロック状に含む

75釈2/3 極暗褐色 シルト

第 9ト レンチ出土 ltJ器 観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層位 種別 器 種 部位 外面 内面 時期 備考 写真図版

第20図 1 S G126 9ト レンチ 1層 陶器 甕 体部 ナデ 不明 13世紀後半～14世紀前半 征地産、内面剥離 第221図 1

第20図 2 S G127 9ト レンチ 1層 陶器 甕 体部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第 221図 3

第20図 3 S G128 9ト レンチ 1層 陶器 甕 体 部 ナデ ナデ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第221図 2
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第Hト レンチ土層註記表

層 位 土  色 土 質 備 考

l層 10YR2/2 黒褐色 シルト 表土

2層 10YR4/4 褐色 シルト

3層 10hR3/1 黒褐色 粘上質シル ト 旧表土

4層 101R6/8 明黄褐色 シル ト

5層 7 5YR4/4 褐色 シルト 愛島軽石をプロック状に多量に合む

6層 10YR5/6 黄褐色 シルト

第 Hト レンチ遺構註記表

遺構名 土  色 土 質 備 考

土猿 10YR4/1 褐灰色 シルト 炭化物を少量含む

整地層 l研昭/4 暗褐色 粘上質シル ト

第21図 第11ト レンチ (縮尺V80)
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第23図 第13ト レンチ出土遺物① (縮尺1/3)
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第 13ト レンチ出土 陶器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 外 面 内 面 時 期 備 考 写真図版

第23図 1 S G123 13ト レンチ 層 陶器 甕 口縁部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産、 S G132と 接合、漆継 第221図 6

第23図 2 S G129 13ト レンチ 層 陶器 甕 回縁部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～ 14世紀前半 在地産 第221図 4

第23図 3 S C120 13ト レンチ 層 陶器 甕 頚 部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第22 図 5

第23図 4 S GH9 13ト レンチ 層 陶器 甕 体 部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産、内面に漆 第22 図 7

第 23図 5 SGH8 13ト レンチ 層 陶器 甕 体部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第22 図 8

第23図 6 S G122 13ト レンチ 層 陶器 甕 体部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第222図 1

第23図 7 S C121 13ト レンチ 層 陶器 甕 体部 ナデ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第222図 2

第23図 8 S G124 13ト レンチ 層 陶器 甕 体 部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第222図 3

第23図 9 S G130 13ト レンチ 表 採 陶器 甕 体 部 ナ デ ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第222図 4

第24図 1 S G131 13ト レンチ 表採 陶器 甕 体部
キ
ふ
ア

タ
ナ

タ

↓
ナ デ 13世紀後半～14世紀前半 在地産 第222図 5

0                              5cm

|

第24図 第13ト レンチ出土遺物② (縮尺は1が V3、 2・ 3は 2/3)

第 13ト レンチ出土 石器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 石 材 長 (mn) 幅 (au) 厚 (mm) 重量 (g) 備 考 写真番号

第24図 2 S G36 13ト レンチ I層 箆状石器 デイサイト質凝灰岩 648 363 14 0 25.8 破損 第222図 6

第24図 3 S G37 13ト レンチ I層 剥 片 玉髄 27 0 100 第222図 7
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築方法は、地山を削り出し、その上に明黄褐色シル トと黄褐色シル トを積んでおり、積み上の下には部分的に黒

褐色の旧表土が認められた。南斜面の角度は約35度で、ここには多量の風化 した安山岩が見 られる。斜面下に

は、長径82cm、 短径54cmの平らな安山岩があったが、人為的に置かれたものなのか、それとも自然にあったもの

なのか判別できなかった。

第 2腰郭の平場部分においては、平坦面を6.4m確認したが、ピットなどは認められなかった。この平場の堆積

土は、7。 7釈4/6褐色粘土質シル トで、粘性が非常に強い。

遺物は、主郭の平場から土塁上にかけての 1層から中世陶器の破片 8点 と (図版第23図 1～ 8:写真図版第221

図 4～ 8、 第222図 1～ 3)、 箆状石器、玉髄の剥片が各 1点出上した (図版第24図 2・ 3:写真図版第222図 6・

7)。 また、調査区西側の斜面からも、中世陶器の破片 2点を表採 した (図版第23図 9、 第24図 1:写真図版第

222図 4・ 5)。 調査区内から出上した中世陶器の口縁部片と、表採した日縁部片は接合した。この回縁部片の断

面には、漆が付着しており割れたところを接着したものと思われる。これらの中世陶器は、色調や作 りが類似し

ており、同一の個体 と考えられる。

⑭ 第 14ト レンチ (図版第25図 :写真図版第163・ 164図 )

第 2腰郭の平場部分に、2.5m× 3.Omの 調査区を設定した。地表面より約30cm掘 り下げた 2層上面で、 6箇所

のピットを確認した。 1層 は7.5YR4/6褐色粘土質シル ト、 2層は2.5YR7/8橙色の風化 した安山岩層である。ピッ

トは、全てこの風化 した安山岩層に掘 り込まれていた。ピット1～ 3は、長径70～ 90cmと 大きく、隅丸方形を呈

するものと思われるが、すべて調査区の外に伸びており全形が判るものは無かった。ピット4～ 6は、直径20～

30cmの 円形または隅丸方形を呈 している。ピットには、柱痕跡が認められるものは無かった。遺物の出土も無

かった。

⑮第15ト レンチ (写真図版第165。 166図 )

第 2腰郭の平場部分に、2.5m× 2.5mの 調査区を設定した。地表面から約15c14掘 り下げたが遺構は確認され

ず、遺物の出土も無かった。確認面は、7.5YR4/6褐色粘土質シルトである。

④ 第 16ト レンチ (図版第26・ 27図 :写真図版第167～177図 )

主郭 と副郭の間、第 1堀切の斜面に、33。 2m× 1.8mの調査区を設定 した。主郭の平場部分は、地表面から約

15cmで地山となり、東端において南北方向へ伸びる不明遺構が確認された。不明遺構の内部は、黒褐色粘土質シ

ル トである。主郭西側の土塁は、地山を削り出して構築されている。基底部の幅3.8m、 上部の幅1.2m、 高さは

0.2mあ る。調査区から西南方へ行 くとさらに高 くなり、第13ト レンチの上塁 と接続するので、この間は地山を削

り出した上に上を積んで構築されているものと思われる。土塁からは第 1堀切の東斜面 となり、上方の角度は40

度、中間は25度、下方は50度 と非常に急である。堀切の最も深いところは逆台形を呈しており、平底で幅は1.3m

ある。堆積上の最も厚いところは2.4mあ り、10層 に分けられたが、すべて自然堆積層である。副郭側の斜面に

は、小規模な土塁と堀切が見られる。土塁は上幅1.Om、 高さ0.15mと 低いが、調査区外の西南方へ高 くなってい

る。堀切は上幅3.2m、 深さは0。 7m、 底面はほぼ平らで幅2,7mあ り、堆積土は 3層である。小規模な堀切から副

郭東斜面の角度は、下方が35度、上方が20度である。副郭の平場部分は、地山を削り出した平坦面で、ピットな

どの遺構は確認されなかった。調査の結果、第 1堀切の幅は21。 2mあ り、主郭西側の土塁上から底面までの深さ

は5,7mで ある。遺物の出土は無かった。
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第14ト レンチ遺構議記表

離 名 土  色 圭 質 備 考

51R3/4 暗赤褐色 シルト 黒褐色上をプロツク状に含む 風化した安山岩片を含む

P2 7.51R3/4 暗褐色 粘土質ンル ト 2cm凱下の風化 した安山岩片を含む

路 7.5YR2/3 鱒 シルト 7.51R3.―螺 色土を含む

P4 7.5YR4/4 褐色 シルト

P5 7.5YR4/6.褐色 シルト 2-1091の風化した安山岩片を含む

P6 6YR3/4 晴赤褐魯― シルト

第25図 第14ト レンチ (縮尺1/30)
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⑦第17ト レンチ (写真図版第178・ 179図 )

通路状遺構と第 1堀切の中間にある斜面に、2.Om× 2.5mの調査区を設定した。地表面から40cm掘 り下げたが

遺構は確認されず、遺物の出土も無かった。確認面は、5YR4/4に ぶい赤褐色シル トである。

⑬ 第 18ト レンチ (写真図版第180・ 181図 )

通路状遺構の東端、副郭の斜面下に、2.5m× 2.5mの調査区を設定した。地表面から15cm掘 り下げたが遺構は

確認されず、遺物の出土も無かった。確認面は、10YR7/8黄 橙色シル トである。

⑬ 第 19ト レンチ (図版第28図 :写真図版第182,183図 )

通路状遺構の副郭斜面下に、2.5m× 2.5mの 調査区を設定した。地表面から20～50cm掘 り下げた面で、溝状遺

構を確認した。溝状遺構は、通路状遺構 と平行で東西方向に伸びており、幅は0。 9～ 1。 lmである。遺構確認面は、

10YR6/8明 黄褐色シル トである。遺物の出土は無かった。

⑩ 第 20ト レンチ (図版第29図 :写真図版第184・ 185図 )

通路状遺構の副郭斜面下に、2.Om× 2.Omの 調査区を設定した。地表面から10～30cm掘 り下げた面で溝状遺構

を 2条確認した。溝状遺構 1は副郭の斜面下で、東西方向に延びており、幅は0,6m以 上ある。溝状遺構 2も 、東

西方向に延びており、幅は0.2～ 0.5mである。溝状遺構 1は、第19ト レンチで確認された溝状遺構 と接続するも

のと思われる。遺構確認面は、10YR6/8明 黄褐色シル トである。遺物の出土は無かった。

④ 第 21ト レンチ (図版第30～37図 :写真図版第186～210図 )

副郭から第 2堀切、第 1・ 2土塁、第 3堀切の各斜面に、32.7m× 1.6mの調査区を設定した。副郭の平場およ

び第 1・ 2土塁は、地表面から10～30cm掘 り下げた面で遺構を確認 した。副郭の平場は、黄褐色の地山を平坦に

整地していた。副郭の西側にある土塁は、基底幅6.2m、 上幅2.2m、 高さ1.lm。 構築方法は、第 2堀切を掘った

際に出たと思われる愛島軽石層を積んで造られていた。この積まれた愛島軽石は、大きく3層に分けられた。愛

島軽石の下には、暗褐色の粘土質シル ト層が堆積していた。 7b層から砥石が 1点出土した (図版第35図 1:写

真図版第223図 1)。

第 2堀切は、幅6.3m、 第 1土塁からの深さは2.8m、 東斜面の角度は35度、西斜面の角度は30度である。底面

はほぼ平らで、幅は60cmで ある。堆積土は 4層、深さは105cmあ る。第 2堀切は、地山の愛島軽石層を掘つて造ら

れている。

第 1土塁は、基底幅4.6m、 上幅1.4m、 高さ1.Omあ る。構築方法は、地山を削り出して造られている。第 2土

塁は、基底幅4,2m、 上幅2.lm、 高さ0。 9mあ る。構築方法は、地山を削り出した上に、褐色のシル ト層を積んで

造られている。表上の下、6層上面から剥片 (写真図版第224図 H)と 砕片が各 l点出上した。この 6層は、副郭

西側の上塁下の 8層 と対応する層である。第 2土塁は、愛島軽石層の上面まで掘 り下げたが遺物の出土は無かっ

た。

第 3堀切は、幅10.Om、 第 2土塁からの深さは3.9m、 東斜面の角度は35度、西斜面の角度は30度である。底面

はほぼ平らで、幅は90cmである。堆積土の最も厚いところは64cm、 堆積土は 3層あり、すべて自然堆積層である。

堀切は、愛島軽石層などの地山を掘 り込んで造られている。

副郭西側にある土塁の、盛土下の 7a層および 7b層を掘 り下げた 8層で遺物が多数出土した。 8層は褐色シ
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第19ト レンチ遵備註記表

遵構名 上  色 土  質 傭 考

溝状通構 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 10YR3/4暗 褐色上をプロック状に合む 炭化物・焼土を少量含む

第28図 第19ト レンチ (縮尺V30)

0             1m ■
X202869

Y・_6130

第29図 第20ト レンチ (縮尺V30)

―- 40 -―

第20ト レンチ遺構註記表

遺構名 土  色 土  質 備 考

溝状遺構 I lい悟/4 暗褐色 粘土

薄状通惜2 1研 R3/4 暗褐色 粘土質シル ト





註記表 1

層 位 土  色 土 質 備 考

1層 10YR3/4 暗褐色 シルト 表土

2層 10YR4/4 褐色 シル ト

3層 10YR7/8 黄橙色 砂礫 愛島軽石の副郭土塁積土

4層 1研R4/6 褐色 砂質シル ト 愛島軽石をブロック状に含む 副郭土塁積土

5層 101R4/6 褐色 ンフレト 愛島軽石の l Cm～ 2 cmの 塊を少量含む 副郭土塁積土

6層 7 5YR4/4 褐色 ンルト 5 1ul前後の小礫を少量含む 101R4/4褐 色シル トをブロック状に含む

7a層 l鋭電 /4 暗褐色 粘土質シル ト 粘性が強い

7b層 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 粘性は 7a層 より弱い 炭化物を少量合む  5 mm前後の小礫を少量合む 砥石出土

8層 7 5YR4/4 褐色 ンルト 2 mn～ 5 mmの 川崎スコリアの細かい塊を少量含む 0 5cm～ 5 cmの 青灰色の角礫 を含む 石器・縄文土器
片・炭化物出土

9層 10YR6/4 にぶい黄橙色 砂質シル ト 0 5cm～ 5 cmの 青灰色の角礫 を多量に合む  2 mm～ 511の 磁鉄鉱を少量含む

10層 10YR7/8 黄橙色 砂礫 愛島軽石層 (Ac Md)

註記表 2

層 位 土  色 土  質 備 考

I層 10YR3/4 暗Ig.色 ンルト 表 土

2層 7 5YR3/4 暗褐色 シルト

3層 10YR5/8 黄褐色 砂質シル ト 愛島軽石をブロック状に含む

4層 10YR4/6 褐色 砂質シル ト 愛島軽石を多量に含む

註記表 3

層 位 土   色 土 質 備 考

l層 10YR3/4 暗褐色 シルト 表土

2層 10釈4/4 褐色 シ,レ ト

3層 10YR4/6 1E」 色 シルト 愛島軽石をブロック状に少量含む

4層 10YR4/4 褐色 シルト 愛島軽石をブロック状に少量合む 暗褐色シル トをブロック状に合む 第 2土塁積土

5層 10YR2/3 黒褐色 シルト 炭化物を少量含む 明褐色シル トをブロック状に多量に合む

6層 7 5YR5/6 明褐色 シルト 愛島軽石をブロック状に少量含む

7層 10YR5/4 黄褐色 砂質シル ト

8層 10YR7/8 黄橙色 砂礫 愛島軽石層 (た c Md)

註記表 4

層 位 土  色 土 質 備 考

1層 10YR3/4 暗褐色 シルト 表土

2層 7 5YR3/4 暗褐色 シル ト

3層 10YR4/4 褐色 ンルト

第 2表 第21ト レンチ断面上層註記表

ル トで、川崎スコリアの細粒を僅かに合む層である。出土した遺物は、石器37点 と縄文土器片 1点である。石器

の分布は東西5。 2mあ るが、特に土塁の真下から西側にかけて多 く、縄文土器片は堀切の斜面から東へ40cmの とこ

ろから出土した。遺物の周 りからは、炭化物も多数認められた (第 33・ 34図参照)。 炭化物の分布も、石器などの

分布 と同様に上塁の真下から西側にかけて多かつた。石器は、スクレイパーの破片 2点 (図版第35図 2・ 3:写真

図版第223図 2・ 3)、 二次加工のある剥片 1点だけである (図版第35図 4:写真図版第223図 4)。 その他は、石核

7点、剥片26点、砕片 1点である。石材は、玉髄 とデイサイ ト質珪化凝灰類が多 く、中には接合する玉髄の剥片

も2点 あった (図版第36図 1～ 3:写真区版第223図 5～ 7)。 縄文土器片は、暗灰色で繊維を合むが、非常に摩

滅しており文様は不明である (図版第35図 6:写真図版第224図 10)。 8層の層厚は、17～ 24cmで ある。 9層は、

にぶい黄橙色砂質シル ト層であったが遺物の出土は無かった。10層 は愛島軽石層で、その上面にはかなりの凹凸

が認められた。
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第36図 副郭上塁下出土遺物② (縮尺2/3)
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0                5cm

第37図 副郭土塁下出土遺物③ (縮尺2/3)

第21ト レンチ副郭土塁下 8層出土 石器観察表

第33図 図版番号 登録番号 種  別 石  材 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 備   考 写真図版

① S G31 剥 片 デイサイ ト質珪化凝灰岩 33 7 27 3 111 第223図 10

② S G29 剥片 珪質頁岩 50 3 23 2 178

③ S G30 剥 片 デイサイ ト質凝灰岩 146 72 37

④ S G32 剥片 デイサイ ト質凝灰岩 211 H8

⑤ S G33 砕 片 デイサイ ト質珪化凝灰岩 01

⑥ SGH 剥 片 デイサイ ト質珪化凝灰岩 24 7 第 223図 H

⑦ S G10 剥片 デイサイ ト質凝灰岩 72 3 177 第223図 9

⑥ S G34 剥 片 デイサイ ト質珪化凝灰岩

③ 第35図 4 SG9 二次加工ある剥片 珪化凝灰岩 (珪化が著 しい) 213 第223図 4

⑩ 第35図 3 S G27 スクレイパー デイサイ ト質駐化凝灰岩 33 破損 第223図 3

① S G28 剥片 デイサイ ト(珪化が著 しい)

⑫ S G25 剥 片 デイサイ ト(珪化が著 しい)

⑬ S G26 剥片 デイサイ ト質珪化凝灰岩 20 9 19

⑭ SG8 剥 片 デイサイ ト質珪化凝灰岩 27 1 加熱痕 第223図 12

⑤ S G24 剥片 デイサイ ト質凝灰岩 27 0 H2 07

⑮ S G22 石核 玉髄 第223図 14

⑦ S C23 剥片 玉髄 57 3 22 2 第224図 6

① SG7 デイサイ ト質凝灰岩 122 72

⑩ S G35 剥 片 デイサイ ト質凝灰岩 24 2 17

⑪ SG6 剥 片 デイサイ ト質凝灰岩 161

① 第35図 5 S G21 石核 玉髄 722 第223図 8

② S C20 石核 玉髄 1248 第224図 1

⑬ 第35図 2 S C19 スクレイパー 珪質頁岩 破損 第223図 2

② S C18 剥 片 玉髄 132 1 5 第223図 13

⑮ SG5 石核 駐化木 (玉髄化が著 しヽ ) 第224図 5

⑪ SG4 剥 片 流紋岩 (駐化 ) 268 第 224図 3

② S G17 剥 片 玉髄 181 70 25

② 第36図 1 SG3 剥片 玉髄 S G13と 接合 第223図 5

⑩ SGl 石核 玉 髄 857 76 4 第224図 2

⑩ SG2 剥片 玉髄 07 11

① S G16 剥 片 玉 髄

② S G15 剥 片 玉髄

① 第36図 2 S G13 剥片 玉 髄 24 7 SG3と 接合 第223図 6

⑭ S G14 石核 玉 髄 第224図 7

S G40 剥片 玉髄 72 2 22 3 地点不明 (①の西方・堀切斜面 ) 第224図 9

第37図 1 S G4] 石核 玉 髄 地点不明 (⑩ の西方・堀切斜面) 第224図 8

S G42 剥 片 頁岩 3] 地点不明 (⑬ の西方・掘切斜面) 第 224図 4
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第21ト レンチ副郭土塁下 8層出土 土器観察表

第33図 図版番号 登録番号 種 別 器 種 部 位 外 面 内 面 時  期 備    考 写真図版

⑮ 第35図 6 S C88 縄文土器 深鉢 体部 不明 不 明 早期末～前期中 繊維混入 第 224図 10



⑫A区 (図版第38～45図 :写真図版第211～ 219図 )

館跡西方の緩やかな斜面である。調査区の西端、 2層上面で土墳が 1基確認された。平面形は円形で、長径

1.35m、 短径1.2m(深 さ0。 24m、 壁面は緩やかに立ち上がり、底面は窪んでいる。壁面から底面にかけては、先

の尖った棒状の道具で掘ったものと思われ、かなりの凹凸がみられる。堆積土は 2層あり、 1層には炭化物が多

量に合まれており、縄文土器片が 1点出上した (図版第40図 1:写真図版第225図 1)。

A区の基本層序を観察するため、西南端に1.5m× 2mの深掘 トレンチを設定し、地表面から2.2mま で掘 り下

げた。堆積層は全部で20層 あり、 4層 と9層から縄文土器片と石器などが僅かに出上した。その中から、縄文土

器片 5点、スクレイパーと剥片各 1点を図示した (図版第43図 1～ 7:写真図版第225図 2～ 8)。 地表面から約

1.2m下で、川崎スコリア層が確認され、層厚は約13cmで ある。また、A区内の西南部からは、縄文土器・弥生

土器・土師器などの小破片や、打製石斧・スクレイパーなどの遺物を表採 した (図版第44図 1～ 10、 第45図 1・

2:写真図版第225図 9・ 10。 第お26図 1～ 10)。

〕                       5                      10m

第38図 A区遺構・深掘 トレンチ配置図 (縮尺V200)
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第39図 A区上壊 (縮尺1/30)

0                              5cm

A区土綾歯と

A区上療圭層註記表

層 位 上   色 土 質 備     考

l層 lllYR2/8黒 褐色 シルト 炭化物を多量に含む 黄褐色とを合む

2層 10YR4/3にぶぃ責褐色 シルト 炭化物を少畳含む 焼土を少量含む

図ほ零 登麟 歯土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 外 面 内 面 時 期 備   考 写真図版

340図 1 S G86 A区土族 2層 縄文土器 深鉢 口縁部 LRO期工) ナデ 前翔前葉 織維混八 第225図 l

第40図 A区土壊出土澄物 (縮尺2/3)

ず

＼

ず

ず
第41図 A区深掘トレンチ (縮尺1/30)
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制 制

0              1m

1         20
|

0             1m

A区深堀 トレンチ土層註記表

層 位 土 色 土 質 備 考

l層 10YR3/4 暗褐色 シルト 表土  l cm～ 3 cmの 粘上を含む

2層 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土をブロック状に合む  l cm～ 3 cmの 粘上を含む

3層 7.57R3/4 暗褐色 シルト l cm～ 3mの 粘土を合む

4層 7 5YR4/4 褐色 シルト
暮緑

色土をプロック状に含む  l cn～ 3 cmの 粘上を含む 縄文土器片・剥片・砕片を

5層 7 5hR3/4 暗褐色 シルト l cm～ 3 cmの 粘土を含む 炭化物を底辺に少量合む

6層 10YR4/6 褐色 シルト l cm～ 3 cmの 粘土を含む

7層 10YR4/6 褐色 シルト l cm～ 3 cmの 粘土を含む 炭化物を少量含む

8層 7 5YR4/4 褐色 粘上質シル ト l cn～ 3 cmの 粘土を含む

9層 10YR4/6 褐色 粘上質シル ト l cm～ 3 cmの 粘土を含む 縄文土器片・剥片・砕片を含む

10層 10YR4/6 褐色 粘上質シル ト 9層 よりやや黄色  1伽～ 3 cmの 粘上を合む

H層 10YR4/6 褐色 シルト 10層よりやや黄色 l cm～ 3伽の粘上を合む

12層 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 粘土質シル ト 0 5cm～ 2 cmの 川崎スコリアの塊 を含む

13層 :縄

'6雛
スコリア 川崎スコリア層 (Za KIv)

14層 lllYR6/4 にぶい黄橙色 粘土 0 5cnの 角閃石を少量合む 0 2cm～ 0.5cmの スコリアの塊を少量合む

15層 10YR6/6 明黄褐色 粘土 0 5cm～ 1 5cmの 青灰色角礫を少量含む 01c皿～0 3clnの マンガン粒を少量含む

16層 10YR6/6 明黄褐色 粘土 暮写
よりやや黄色 0 2cm前後の青灰色角礫を少量含む 0.lcmの マンガン粒を少量

17層 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 0 2cm～ 1 5cmの 青灰色角礫を少量合む 0,Icmの マンガン粒を多量に合む

18層 10YR6/6 明黄褐色 粘土質シル ト 0 3cm～ 1 5cmの 青灰色角礫を多量に合む 0,05cmのマンガン粒を多量に合む

19層 Юm7/4 1こぶい黄橙色 砂質シル ト 0.lcm～ 0 5cmの 青灰色角礫を多量に合む 0.05cln以 下のマンガン粒を多量に含む

20層 101R7/4 にぶい黄橙色 砂 0.2cn～ 0.5cmの 青灰色角礫を多量に含む

第42図  A区深掘トレンチ断面 (縮尺V30)
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第43図  A区深掘トレンチ出土遺物 (縮尺2/3)
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第44図  A区表採遺物① (縮尺2/3)
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A区深掘 トレンチ出土 土器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 外   面 内 面 時   期 備 考 写真図版

第43図 1 S G92 A区深堀 4層 縄文土器 深鉢 体部 葺瓦状撚糸文 (R)横位 ミガキ 大木 2a式 繊維混入 第 225図 2

第43図 2 S G94 A区深堀 4層 縄文土器 深鉢 体部 条痕→同時二本沈線 ミガキ 第 225図 3

第43図 3 S G93 2 A区深堀 4層 縄文土器 深 鉢 日縁部 縄文 (RL)横 位 ナ デ 早期末～前期初頭 繊維混入 第225図 判

第43図 4 S G93-8 A区深堀 4層 縄文土器 深 鉢 体郡 羽状縄文 (RL― LR) ナ デ 早期末～前期初頭 繊維混入 第225図 6

第43図 5 S G91 1 A区深堀 9層 縄文土器 深鉢 体部 LR(横 位 ) 貝殻条痕文 早期後棄 繊維混入 第225図 5

A区表採 土器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 器 種 部 位 外   面 内 面 時    期 備  考 写真図版

第44図 1 S C98-2 A区 表採 縄文土器 深鉢 体部 縄文 斜位 ナ デ 早期後葉～前期初頭 繊維混入 第 225図 9

第44図 2 S G85 A区 表採 縄文土器 深 鉢 体 部 葺瓦状撚糸文 (L) ミガキ 大木 2a式 繊維混入 第226図 1

第44図 3 S G98 1 A区 表採 縄文土器 深鉢 体部
非結東羽状縄文 (RL―
LR) ナ デ 前期初頭 繊維混入 第225図 10

第44図 4 S G97 1 A区 表採 縄文土器 深鉢 口縁部 笞鞠 I種
羽状縄文 (R ヨヨナデ 前期前棄 (上川名～大木

1式 )
繊維混入 第226図 3

第44図 5 SGH判 A区 表採 縄文土器 深 鉢 体 部 側面ループ文 ミガキ 大木 2a式 繊維混入 第226図 J

第44図 6 S G99 A区 表採 縄文土器 深 鉢 体部 粘土fI貝占付文 不明 (風化 ) 大木 4式 第226図 2

第44図 7 S G107 A区 表採 弥生土器 壷 体部
LR横位→変形工字文→
ミガキ ミガキ

霧翼待
半～中期前半 (鱚

第226図 5

第44図 8 S G87 A区 表採 弥生土器 深 鉢 回縁部 縄文 (LR)、 交互刺突文 ナ デ 天王山式 第226図 6

第44図 9 SGH2 A区 表採 土師器 イ 日縁部 ロクロ調整 ナデ→ミガキ 表杉 ノ入式 内面黒色処理 第226図 7

第44図 10 S G105 A区 表採 土師器 邪 底部 回転糸切 不明 (風化 ) 第226図 8

A区深掘 トレンチ出土 石器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 石 材 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (lu l) 重量 (g) 備  考 写真図版

第43図 6 S G54 A区深堀 4層 剥片
珪化凝灰岩

(珪化が著し�】)
第225図 7

第43図 7 S G49 A区深堀 9層 スクレイパー 玉髄 第 225図 8

A区表採 石器観察表

図版番号 登録番号 出土地点 層 位 種 別 石 材 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mr) 重量 (g) 備   考 写真図版

第45図 1 S G63 A区 表採 打製石斧 デイサイト 1328 407 0 第 226図 10

第45図 2 S G80 A区 表採 スクレイパー 珪岩 (鉄石英 ) 452 第226図 9

(3)ま とめ

①中世

館跡内に設けた21箇所の調査区のうち、遺構が確認された調査区は17箇所であった。それらの遺構を、主郭・

副郭・腰郭や堀切などの遺構ごとに調査結果をまとめる。

主郭の中央よりやや東方には、南北方向に延びる段状遺構がある。この段の下に設定 した第 8ト レンチから

は、段状遺構 とほぼ平行する溝状遺構 と掘立柱建物跡が確認された。掘立柱建物跡は、溝状遺構を切っているの

で、掘立柱建物跡の方が新しい。この掘立柱建物跡と溝状遺構などのある面は、地山を削平 して整地されている。

段状遺構は、断面を断ち割って観察した結果、表土を地山面まで削り整地 した後、再度積み土をして整地してい

る。主郭の東北端 と北端に設定した、第 7ト レンチと第Hト レンチからは、積み上をした整地層が確認された。

東南端に設定した第 6ト レンチからは地山に掘られたピットが、東北端に設定した第 7ト レンチからは、整地層

に掘られたピットが確認された。これは、土塁の無いところに建てられた柵か塀の柱穴 と思われる。西側から南

側にかけての土塁は、地山を削り出して築かれているが、一部は積み土をして高 くしている。以上の調査結果か

らすると、主郭の平場は、ほとんどが地山を削平 して整地され、削られた土は段状遺構 と平場の縁辺部に積んで

整地したものと考えられる。

副郭の東側、平場部分の第16ト レンチからは、ピットなどは確認できなかったが、地山を削平して整地した平

坦面が確認された。西側にある土塁は、第21ト レンチの断ち割 り状況から、第 2堀切を造った際に出た地山の愛
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島軽石を積んで構築されていた。

副郭の西側には、第 2堀切 と第 3堀切、その間に第 1土塁と第 2土塁という四重の防御線があり、西側からの

尾根沿いに攻撃してくる敵を意識した防御構造になっている。これは、菅生館跡の南側から東をまわって北側に

かけては急斜面であるが、西側には斜面が無 くほぼ平坦な面で、攻撃され易いことによるものと考えられる。

第 1腰郭の、第 1・ 2・ 3・ 4・ 5ト レンチからは、ピット・土娠・清状遺構などが確認された。特に第 1・

2ト レンチはピットの数が多 く、ここには掘立柱建物あるいは柵や塀などの構造物が建てられていたものと考え

られる。第 5・ 6ト レンチの、主郭の斜面下に当たるところからは溝状遺構が確認されたが、これは排水のため

に造られたものと考えられる。

第 2腰郭の第14ト レンチからは、ピットが 6個確認されたが、その中の 3個は直径が70～ 90cmと 菅生館跡の中

でも大きなピットである。このピットは、第 2腰郭の縁辺部ではなく、腰郭のほぼ中央部なので、柵や塀ではな

く掘立柱建物の掘 り方である可能性が高いものと考えられる。

副郭北側の斜面下にある通路状遺構の、第19。 20ト レンチからは溝状遺構が確認された。これは、東西方向に

ある通路状遺構 と平行し、通路状遺構の中ほどから西側にある溝状遺構 と接続するものと思われる。この溝状遺

構は、それほど深いとは思えないので、その機能に関しては排水用であると考えられる。

紫桃正隆氏は、『史料仙台領内古城・館』第 4巻の中で菅生館跡の略図を公表されており (文献 3)、 その図中

に大手門と揚手を入れている。大手門とされた地点は、主郭の東南下にある第 3腰郭の中ほどである。この場所

は、第 3腰郭の中央から東北方に約1.4mの段を上がると、主郭 と櫓状遺構 との間に出るところで、門跡の遺構は

現地表面からは確認できなかった。しかし、この場所以外には、門を造れる適当な場所はみられないので、ここ

が門跡の最も有力な地点の一つと思われる。また、紫桃氏は錫手と思われる場所を、第 1腰郭から第 5腰郭ヘー

段降りて、さらに第19腰郭へと下る付近 としているが、現状の観察では明確に揚手とは確認できなかった。

また、館跡内には井戸跡や豊富に水が湧 くような地点は見つからなかったので、常に館内で生活することは難

しいと思われる。したがって、菅生館に関係する武士は、平時は水場のある山麓近 くの平地に居住 し、有事の際

に館へと登ったものと考えられる。

遺物は、第 8,9。 13ト レンチから中世陶器 と中国製磁器の破片が出上した。中世陶器は、すべて在地産の甕

の破片で、年代は13世紀後半から14世紀前半である。中国製磁器は、染付 (青花)文様のある椀か皿の小破片で、

年代は16世紀である。そのほか、石臼・石鉢・土師質土器・木製椀の破片も各 1点出土または表採した。

菅生館跡の年代は、出土した陶磁器から鎌倉時代後期に築造され、その後戦国時代に再び使用されたものと考

えられる。しかし、調査結果からは戦国時代に使用された際に、当初築造された館の構造がどの程度変更された

かということについては判らなかった。館主については、江戸時代の記録では菅生助八郎 と伝えているが、これ

を裏付けられるような遺物の出土はなかった。『伊達世臣家譜』によると、菅生助八郎は、文禄 4年 (1595)に 伊

達政宗から菅生村に100石 を給されたが、16世紀の中国製磁器の小破片はそれを裏付ける資料かもしれない。そ

れよりも、新 しい時代の遺物の出土は無かったので、菅生助八郎が栗原郡刈敷村に改められた後はすく
｀
に廃城に

なったものと思われる。その年代は、慶長から元和年間 (1596～ 1624)頃 と推定される。刈敷村に移つてからの

菅生氏の動向については不明であるが、『維新前本村内在住藩士食禄及人名』には「一、三百石 大藩士 刈敷村

菅生助八郎」と記されている (文献 12)。

②縄文時代～古代

第 8ト レンチ。第13ト レンチ・第21ト レンチからは石器などが出上したので、菅生館跡の主郭から副郭にかけ
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ての尾根上には、縄文時代の遺構があつたものと推測されるが、築城によって大部分が破壊されたものと思われ

る。しかし、第21ト レンチの副郭西側は、土塁の積み土によって縄文時代の包合層が残存しており、 8層から37

点の石器 と縄文土器片が 1点出上 した。この 8層の上壌からは、テフラ分析により火山ガラスが僅かに検出さ

れ、これは姶良Tn火山灰 と阿蘇 4テ フラに由来する可能性が高いという結果が出ている (付編参照)。 石器の周

辺からは、炭化物も多 く検出され、その中から1個を分析 した結果、それはクリであった。石器には、スクレイ

パーの破片 2点 と二次加工のある剥片が 1点だけで、 トウールが非常に少ない傾向にあり、ほとんどが石核や剥

片である。また、 2点だけであったが接合資料もあり、これは石器の製作をこの場所で行っていたことを示すも

のである。調査区の幅は1.6mほ どであったが、ほぼ全面で石器などが出土したので、この分布は調査区の南側お

よび北側にも延びるものと思われる。また、第 1土塁からも剥片などが 2点出土しているので、第 2堀切を越え

た東西14mの範囲まで石器の製作場であった可能性もある。

石器には、時代的な特徴を有するものが無 く、石器から年代を特定することは出来なかった。年代を推定でき

る遺物は、同一の層から1点だけ出上した縄文土器片である。この縄文土器片は繊維を合む土器であるが、風化

のために文様がまったく残っていないので、型式名などは判らない。繊維土器は、一般的に縄文時代早期末葉か

ら前期中葉 とされているので、石器もこの頃のものと考えられる。しかし、 8層中に包含されていた炭化物の放

射性炭素年代測定からは、補正年代で3044± 38と いう縄文時代後期後葉頃という測定結果が出たので、繊維土器

の相対的な年代 とはかなり離れたものとなった。

出上した石器の石材は、玉髄 と玉髄化 した珪化木が最も多 く16点 (43%)、 デイサイ ト質珪化凝灰岩 7点 (19%)、

デイサイ ト質凝灰岩 7点 (19%)、 デイサイ ト2点 (5%)、 珪質頁岩 2点 (5%)、 頁岩 1点 (3%)、 珪化凝灰

岩 1点 (3%)、 流紋岩 1点 (3%)と なる。全体的には、玉髄・デイサイ ト質珪化凝灰岩・デイサイ ト質凝灰岩

の 3種が多 く用いられている。デイサイ ト・珪化凝灰岩・流紋岩については、すべて珪化が著 しいものである。縄

文時代の石器に最も多 く用いられた珪質頁岩は、わずかに 2点 と少ない傾向にある。

デイサイ ト質珪化凝灰岩類や珪質頁岩・流紋岩などの産出地は不明であるが、玉髄 と玉髄化 した珪化木につい

ては菅生館跡に比較的近いところから産出している。それらは、菅生館跡の東方約 2 kmの坪沼川上流域から、西

南方約7.5kmの 新川上流域にかけての地域で、地形的には低い丘陵地帯である。藤原二郎氏や高橋健寿氏の分布

調査によると、坪沼川上流域で 7箇所、新川上流域で22箇所の計29箇所において玉髄の産出が確認されている。

これらの玉髄は、珪化木が何らかの作用によって玉髄に変化するものとされ、これは上部中新統白沢層の軽石質

凝灰岩層中に埋没していたものが、表層崩壊や地滑 りなどによって地表に露出したものであるという (文献 13)。

玉髄製の石器は、村田町大字小泉の賀篭沢遺跡に代表される新川流域遺跡群において多数出土している。この

遺跡群は旧石器時代後期で、玉髄を原石 として石器の製作を行った原産地遺跡である (文献 14)。 縄文時代におけ

る玉髄の使用については、菅生館跡周辺での発掘調査例が少ないのでよく判っていないが、菅生地区の西南方に

隣接する、足立字乗越にある縄文時代後期の東足立遺跡では、珪質頁岩を主要な石材 としているが、石鏃や不定

形石器の一部に玉髄が用いられている。石鏃では、22%が玉髄、65%は珪質頁岩で、石錐・石匙 。箆状石器など

には玉髄製のものが無 く、3 cm以下の小型の石器のみに玉髄が用いられている (文献15)。 これは、東足立遺跡に

おいては石器の大きさによって、石材の使い分けがあつたことを示すものである。また、村田町大字足立字寺入

にある寺入B遺跡においても玉髄製の鋸歯縁石器が出土している(文献 16)。 仙台市太白区坪沼字相ノ原にある相

ノ原遺跡では、縄文時代後期初頭の層から玉髄製の石器が僅かに出土している (文献17)。 さらに、村田町大字村

田字迫にある村田城跡でも、弥生時代の遺物包合層中から玉髄の剥片や砕片を採集したことがある。

このことから、村田町の北部地域において、在地の石材である玉髄は旧石器時代後期には主要な石材 として用
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いられていた。縄文時代早期末葉か ら前期中葉においても、原石の大半は玉髄であったが珪質頁岩が少量用いら

れるようになり、縄文時代前期後葉から縄文時代後期の間のいずれかの時期に玉髄 と珪質頁岩の逆転が起 こり、

それ以降は珪質頁岩が主流になるようである。 しか し、まった く玉髄が使われな くなるのではな く、弥生時代に

入っても石器の一部に玉髄が用いられたもの と推測される。これは、今後の菅生館跡の周辺地域、村田町北部か

ら北方に隣接する仙台市太白区坪沼などにおける調査例の増加 と、その玉髄が新川流域か坪沼川上流域から供給

されたものなのか という化学的分析を合めた検討が必要 と思われる。

A区からは、土墳 l基 と遺物包合層が確認された。土壊の年代は、繊維土器片から縄文時代前期前葉である。

深掘 トレンチの遺物包合層か らは、縄文時代早期後棄から前期初頭にかけての上器 と石器が出土 した。また、A

区内の西南部か らは縄文時代早期から前期の上器、弥生土器、平安時代の上師器片なども表採 したので、A区の

西南方に続 く平坦面には、これらの時期の遺構が存在する可能性が高いものと考えられる。
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付編 菅生館跡副郭土塁下出土遺物の年代に関わる自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

村田町に所在する菅生館跡は、仙台平野南西方に分布する高舘丘陵の尾根上に位置する。発掘調査では、戦国

時代の菅生館を構成 していたと考えられる整地層や堀切、土塁などの遺構が確認されているが、土塁の下位の褐

色土層からは、スクレイパー、コア、フレイク、チップなどの石器および繊維土器の小片が多数の炭化物を伴つ

て出上している。

本報告では、上述 した石器および土器に関わる年代資料を得ることを目的として、伴出した炭化物の放射性炭

素年代の測定および包含層中に合まれる指標テフラの検出を行う。

1.試料

放射性炭素年代測定の対象とした試料は、第21ト レンチの副郭土塁下から出土した石器に伴 う炭化材 1点であ

り、テフラ分析の対象とした試料は、同地点から採取された石器、土器および炭化物を包合する褐色の土壌 l点

である。炭化材の注記等については、測定結果を呈示した表 1に併記する。

発掘調査所見では、試料が採取された地点の層序を、表土を 1層、表上下の自然土壌を 2層、その下位の上塁

を構成する盛土を 3～ 5層に分層し、盛上の下位に認められた褐色土を 6層、暗褐色土を 7層、その下位の褐色

土を 8層、その下位の角礫を多量に含む黄橙色の砂質土壌を 9層、最下位の愛島軽石層を10層 としている。年代

測定試料およびテフラ分析試料の採取された遺物包合層は 8層に相当し、 8層中には川崎スコリアの細粒を僅か

に合んでいるとされている。なお、愛島軽石の噴出年代は 9～ 10万年前、川崎スコリアの噴出年代は 3万年前以

前 とされている (町田 。新井、2003)か ら、 9層の形成年代は愛島軽石噴出以降、 8層の形成年代は川崎スコリ

ア噴出以降と考えられる。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

試料は、土壌や根などをピンセット、超音波洗浄などにより物理的に除去し、その後HCIに より炭酸塩等酸可

溶成分を除去、NaOHに より腐植酸等アルカリ可溶成分を除去、HCIに よリアルカリ処理時に生成 した炭酸塩等

酸可溶成分の除去を行う (酸・アルカリ・酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、 lgの酸化銅 (H)と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空にし

て封じきり、500℃ (30分 )850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素十エタノールの温度差を利用し、

真空ラインにてC02を 精製する。真空ラインにてバイコール管に精製 したC02と 鉄・水素を投入 し封じ切る。鉄

のあるバイコール管底部のみを650℃ で10時間以上加熱し、グラフアイ トを生成する。

化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径 l ll14の 孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、

測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C―AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH―

2)を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOX― H)

とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13c/12cの 測定も行うため、この値を用いてδ13cを

算出する。
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放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年 を使用する。測定年代は1950年 を基点とした年代 (BP)で あり、

誤差は標準偏差 (One Sigma;68%)に相当する年代である。暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION

PROGRAM CALIB REV5,02(Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer)を 用い、誤差 として標準

偏差 (One sigma)を用いる。

(2)テフラ分析

試料約20gを 蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し去

る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフラ

の本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型 。中間型・軽石型の 3タ イプに分類する。各型の形態は、バブル型は

薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気

泡を非常に多く持つた塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。屈折

率の測定は、古澤 (1995)の MAIOTを 使用した温度変化法を用いる。

3日 結果

(1)放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を表 1に示す。試料は3,040± 40BPを 示す。表 2に は暦年較正結果を

示す。暦年較正 とは、大気中のMC濃度が一定で半減期が5568年 として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強

度や地球磁場の変動による大気中のHC濃度の変動、及び半減期の違い (14cの 半減期5730± 40年 )を較正するこ

表 1 放射性炭素年代測定結果

試料名 注記など 種 類
補正年代

BP
δ13C
(%o)

測定年代
BP Code No.

Measurement
No.

炭化物
副郭土塁下石器
SG5の 10Cm】 ヒ
H.17.9.29

灰化材 (ク リ) 3,040三 L 40 -25。 80=LO.72 3,060± 40 9106-1 I♂七ハyヽ-51799

年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。
BP年代値は、1950年 を基点として何年前であるかを示す。

付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

表 2 暦年較正結果

1)計 算 に は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.01(Copyright 1986-2005Ⅲ 彊 Stuiver

and P」 Reimer)を 使用
2)計算には表に示した丸める前の値を使用 している。
3)1桁 目を丸めるの力W買例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいよう

に、 1桁 目を丸めていない。
4)統計的に真の値が入る確率はσは68%、 2σ は95%である
5)相対比は、σ、 2σ のそれぞれを 1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

試料名
補正年代

(BP)
暦年較正年代 (cal) 相対比 Code No.

炭化物 3,044± 38

σ

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

BC l,383 -
BC l,324 -

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

ａ
　
ａ

Ｃ

　

Ｃ

cal  BP 3,333 -- 3,283
cal  BP 3,274 -- 3,216

0.469

0.531

9106--1

2σ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ａ

　

ａ

　

ａ

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

一　
一　
一

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ａ
　
ａ
　
ａ

Ｃ

　

Ｃ

　

Ｃ

cal  BP 3,363 -- 3,158
cal  BP 3,151 - 3,146
cal  BP 3,088 -- 3,085

0,992

0.005

0.003
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とである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例

であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正

があった場合の再計算、再検討に対応するため、 1年単位で表

している。今回の試料には、北半球の大気中炭素に由来する較

正曲線を用いる。

暦年較正は、測定誤差 σ、 2σ 双方の値を計算する。σは統

計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、 2σ は真の値が

95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、

σ、 2σ の範囲をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値

が存在する確率を相対的に示したものである。測定誤差をσと

して計算させた結果、試料の暦年代はcalBCl,3831,266と なる。

1,495  1,500    1,505    1,510   屈折率

図 1 火山ガラスの屈折率測定結果

¢)テ フラ分析

処理後に得られた砂分は、石英や長石粒が主外をなし、また斜方輝石や角閃石などの重鉱物粒や安山岩、凝灰

岩などの岩石片も少量混在する。テフラの本質物 と考えられる砕屑物は、無色透朝または淡褐色を呈するバブル

型火山ガラスが、極めて微量認められた。

なお、極めて微量認められた火山ガラスを摘出し、その屈折率を測定 したところ、nl,4991.500の レンジと

nl.5071.510の レンジの 2つの屈折率のレンジが得 られた。

4.考察

放射性炭素年代 と考古学における時期区分 との詳細な対応については、現在様々なデータが取られており、検

討の途上にあることから、ここでは詳細な議論は行わない。一般的な年代観からいえば、今回の炭化物試料から

得られた放射性炭素年代は概ね縄文時代後期の終わり頃に相当すると言って良い。

一方、 8層 (遺物包含層)中から極めて微量ながらもバブル型火山ガラスが検出されたことから、 8層の形成

以前あるいは形成途上でガラス質テフラの降灰があり、その砕屑物である火山ガラスが、 8層を構成 している褐

色土壌の母材の一部 として混入し、 8層中に拡散していると考えられる。したがつて、 8層中に包合される遺物

の年代は、ガラス質テフラの降灰年代より以降であるといえる。

試料中より検出された火山ガラスの形態および屈折率、さらには八木・早田 (1989)に記載されている高舘丘

陵周辺のテフラの産状 と8層が愛島軽石の上位であるという層位関係を合わせて考えると、屈折率の低い火山ガ

ラスは姶良Tn火山灰 (AT:町田・新井、1976)、 屈折率の高い火山ガラスは阿蘇 4テ フラ (Aso 4:町田ほか、

1985)に由来する可能性が高い。

ATの 噴出年代については、80年代後半から90年代にかけて行われた放射性炭素年代測定 (例 えば松本ほか

(1987)、 村山ほか (1993)、 池田ほか (1995)、 宮入ほか (2001)な ど)か ら、放射性炭素年代ではおよそ2.5万

年前頃にまとまる傾向にある。一方、最近の海底コアにおけるATの発見から、その酸素同位体ステージ上におけ

る層準は、酸素同位体ステージ2と 3と の境界付近またはその直前にあるとされ、その年代観は2.5～ 3.2万年前

におよぶとされている (町田 。新井、2003)。 町田 。新井 (2003)は 、ATの放射性炭素年代を暦年に換算するこ

とがまだ困難であると述べているが、上述の海底コアの年代観も考慮すれば、暦年ではおそらく2.6～ 2.9万年前

頃になるであろうとしている。一方、Aso 4の 噴出年代については、南関東など他のテフラとの層位関係や深海

個
数
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底堆積物の酸素同位体比層序などから、8.5～ 9万年前頃とされている (町田・新井、2003)。

以上述べた放射性炭素年代測定結果およびテフラの産状から、8層中の遺物の年代は、古 くともAT降灰以降で

あり、かつ縄文時代後期頃まで新しくなる可能性がある。ただし、年代の確定には、今後の周辺地域における類

例の調査分析による検討が望まれる。
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火山ガラス (第 21ト レンチ 。副郭土塁下 8層 )

PL:斜長石 VB:火山ガラス

1.5mm            O.2mm

1.砂分の状況 (第21ト レンチ・副郭土塁下 8層 )
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第46図 菅生館跡遠景 (西南から)

第48図 主郭 (西北から) 主郭 (東南から)

第47図 菅生館跡遠景 (東から)

第50図 主郭西側の土塁 (東南から) 第51図 主郭西側の上塁 (東北から)

第52図 主郭南側の上塁 (東北から) 第53図 主郭南側の上塁 (西北から)
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第54図 主郭東南角の上塁 (北から)

第56図 主郭の段状遺構 (南から)

副郭 (東から)

第55図 主郭の段状遺構 (東北から)

副郭 (西から)

第59図 副郭の上塁 (東から)

第60図 副郭の上塁 (南から)
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第61図 櫓状遺構 (西南から)



第62図 櫓状遺構 (東南から)

第64図 櫓状遺構の上塁 (南から)

第63図 櫓状遺構 (北から)

第65図 第 1堀切 (南から)

第67図 第 1堀切 (東から)第66図 第 1堀切 (東北から)

第68図 第 1堀切の西斜面 (東北から)
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第69図 第 2堀切 (南から)



第70図 第 2堀切 (北から)

第72図 第 2堀切 (東から) 第73図 第 3堀切 (北から)

第75図 第 3堀切 (東南から)

第71図 第 2堀切の北端 (南から)

第74図 第 3堀切北部 。両側の上塁 (西南から)

第76図 第 4堀切 (東から)
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第77図 第 4堀切 (西から)



第78図 第 1土塁 (北から)

第80図 通路状遺構 (西南から)

第79図 第 2土塁 (北から)

第81図 溝状遺構 (東から)

第82図 第 1腰郭北部 (東南から) 第83図 第 1腰郭中部 (北から)

第84図 第 1腰郭東部・角柱は三角点 (西北から)
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第85図 第 2腰郭西部 (東南から)



第86図 第 2腰郭東部 (西北から)

第88図 第 3腰郭中央部 (西北から)

第90図 第 4腰郭 (西南から)

第87図 第 3腰郭西端 (西から)

第89図 第 3腰郭南端 (南から)

第91図 第 5腰郭 (北から)

第93図 第 6腰郭 (東南から)第92図 第 5腰郭 (南から)
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第94図 第 7腰郭 (西北から)

第96図 第 8腰郭中央部 (西から)

第95図 第 8腰郭北端 (西北から)

第97図 第 9腰郭 (西北から)

第98図 第10腰郭北端 (北から) 第99図 第10腰郭東部 (南から)

第100図 第10腰郭中部 (東南から) 第101図 第10腰郭西部 (西北から)
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第102図 第10腰郭西部 (西から) 第103図 第10腰郭西端 (西北から)

第104図 第11腰郭 (西南から)

第12腰郭 (東南から)

第105図 第11腰郭 (東北から)

第107図 第12腰郭 (南から)

第108図 第13・ 14腰郭 (東から) 第109図 第13・ 14腰郭 (西から)
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第110図 第15腰郭 (西北から) 第111図 第16腰郭 (東南から)

第112図 第17腰郭 (南から) 第113図 第18腰郭 (東南から)

第114図 第19腰郭 (南から) 第115図 第20腰郭 (南から)

第116図 第21腰郭 (西南から) 第117図 第22腰郭 (西南から)
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第118図 第 1ト レンチ調査前状況

(東南から)

第119図 第 1ト レンチ遺構確認状

況 (西南から)

第120図 第 2ト レンチ調査前状況

(南から)
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第121図 第 2ト レンチ遺構確認状

況 (西北から)

第122図 第 2ト レンチ西南壁断面

(東北から)

第123図 第 3ト レンチ調査前状況

(東南から)
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第124図 第 3ト レンチ遺構確認状

況 (西北から)

第125図 第 4ト レンチ調査前状況

(西北から)

第126図 第 4ト レンチ遺構確認状

況 (東南から)
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第127図 第 5ト レンチ調査前状況

(東南から)

第128図 第 5ト レンチ遺構確認状

況 (北から)

第129図 第 5ト レンチ北壁断面

(南から)
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第130図 第 6ト レンチ調査前状況

(東南から)

第131図 第 6ト レンチ調査前状況

(東北から)

第132図 第 6ト レンチ遺構確認状

況 (東北から)
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第133図 第 6ト レンチ遺構確認状

況 (西北から)

第134図 第 6ト レンチ・溝状遺構

確認状況 (西北から)

第135図 第 7ト レンチ調査前状況

(東から)
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第136図 第 7ト レンチ遺構確認状

況 (東北から)

第137図 第 7ト レンチ・ビット確

認状況 (西南から)

第138図 第 8ト レンチ調査前状況

(東南から)
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第139図 第 8ト レンチ遺構確認状

況 (東南から)

第140図 第 8ト レンチ 。掘立柱建

物跡確認状況 (東から)

第141図 第 8ト レンチ・整地層確

認状況 (東から)
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第142図 第 8ト レンチ・整地層断

ち割り部分断面 (北から)

第143図 第 3ト レンチ・石核

SG44出 土状況 (南から)

第144図 第 9ト レンチ調査前状況

(南から)
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第145図 第 9ト レンチ遺構確認状

況 (東から)

第146図 第 9ト レンチ・中世陶器

SG128出 上状況 (北から)

第10ト レンチ調査前状況

(東南から)
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第148図 第10ト レンチ確認状況

(東南から)

第149図 第11ト レンチ調査前状況

(東北から)

第150図 第11ト レンチ遺構確認状

況 (東北から)
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第151図 第11ト レンチ遺構確認状

況 (西南から)

第152図 第12ト レンチ調査前状況

(東から)

第153図 第12ト レンチ確認状況

(西北から)
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第154図 第13ト レンチ調査前状況

(東北から)

第155図 第13ト レンチ調査前状況

(南西から)

第156図 第13ト レンチ遺構確認状

況・上塁部分 (北から)
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第157図 第13ト レンチ遺構確認状

況 (西南から)

第158図 第13ト レンチ・土塁部分

断面 (西北から)

第159図 第13ト レンチ・中世陶器

SG120。 SG1 21出 土状況

(東北から)
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第160図 第13ト レンチ・中世陶器

SG]18出 上状況

(東北から)

第161図 第13ト レンチ・中世陶器

SG129出 土状況 (東から)

第13ト レンチ・剥片

SG37出 土状況 (東から)
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第163図 第14ト レンチ調査前状況

(北西から)

第164図 第14ト レンチ遺構確認状

況 (東南から)

第165図 第15ト レンチ調査前状況

(北から)
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第166図 第15ト レンチ確認状況

(北東から)

第16ト レンチ調査前状

況 。主郭西側土塁

(東南から)

第168図 第16ト レンチ調査前状

況 。第 1堀切部分

(東南から)
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第169図 第16ト レンチ調査前状

況 。第 1堀切部分

(西北から)

第170図 第16ト レンチ遺構確認状

況。主郭部分 (東南から)

第171図 第16ト レンチ遺構確認状

況 。第 1堀切東斜面

(西北から)
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第172図 第16ト レンチ遺構確認状

況・第 1堀切底部

(東北から)

第173図 第16ト レンチ遺構確認状

況・第 1堀切西斜面

(東南から)

第174図 第16ト レンチ遺構確認状

況 。第 1堀切西斜面の上

塁 (東北から)
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第175図 第16ト レンチ遺構確認状

況・副郭部分 (西北から)

第176図 第16ト レンチ・第 1堀切

底部断面 (東北から)

第177図 第16ト レンチ 。第 1堀切

西斜面中間部断面

(東北から)
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第178図 第17ト レンチ調査前状況

(北から)

第179図 第17ト レンチ確認状況

(北西から)

第180図 第18ト レンチ調査前状況

(東南から)
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第181図 第18ト レンチ確認1犬況

(東北から)

第182図 第19ト レンチ調査前状況

(西から)

第183図 第19ト レンチ遺構確認状

況 (東から)
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第184図 第20ト レンチ調査前状況

(東から)

第20ト レンチ遺構確認状

況 (東から)

第21ト レンチ調査前状

況 。第 2堀切東斜面

(西から)
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第187図 第21ト レンチ調査前状

況 。第 3堀切西斜面

(西から)

第188図 第21ト レンチ遺構確認状

況・副郭土塁部分

(東から)

第21ト レンチ遺構確認状

況 。第 2堀切西斜面

(西から)
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第21ト レンチ遺構確認状

況 。第 1土塁部分

(北から)

第191図 第21ト レンチ遺構確認状

況 。第 2土塁部分

(北から)

第192図 第21ト レンチ遺構確認状

況 。第 3堀切東斜面

(西から)
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第193図 第21ト レンチ這構確認状

況 。第 3堀切西斜面

(東から)

第194図 第21ト レンチ・第 2堀切

断面 (西北から)

第195図 第21ト レンチ 。第 2堀切

底部断面 (北から)
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第196図 第21ト レンチ・第 3堀切

底部断面 (北から)

第197図 第21ト レンチ・副郭土塁

断ち害」り状況 (東から)

第198図 第21ト レンチ・副郭土塁

下の砥石SG135出 土状況

(東から)
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第21ト レンチ・第 1土塁

と第 2土塁の断ち割り状

況 (西から)

第21ト レンチ 。副郭土塁

下の炭化物出土状況

(西から)

第201図 第21ト レンチ 。副郭土塁

下の石器出土状況

(東から)
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第21ト レンチ・副郭土塁

下の石器出上状況

(西から)

第21ト レンチ・副郭土塁

下の石器出土状況

(南から)

第21ト レンチ 。副郭土塁

下のスクレイパー SC1 9

出土状況 (西南から)
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第21ト レンチ・副郭上塁

下のスク レイパー SG27

出土状況 (西から)

第21ト レンチ・副郭土塁

の断ち害Jり 断面

(西北から)

第207図 第21ト レンチ 。第 1上塁

の断ち割り断面 (北から)
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第21ト レンチ 。第 2土塁

の断ち割り断面 (北から)

第21ト レンチ・副郭土塁

下の愛島軽石層上面

(東から)

第210図  第21ト レンチ・第 1土塁

と第 2土塁下の愛島軽石

層上面 (西から)
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第211図  A区の調査前状況

(西北から)

第212図  A区・上墳

(東北から)

第213図  A区・土墳断面

(東北から)
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第214図  A区深掘 トレンチ・ 4層

からの縄文土器SC91-1出

土状況 (南から)

第215図  A区深掘 トレンチ 。4層

からの剥片SG54出 土状況

(東南から)

第216図  A区深掘 トレンチ 。川崎

スコリア層上面

(東南から)
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第217図 A区深掘トレンチの最終

状況 (東北から)

A区深掘 トレンチ・南壁

断面 (東北から)

第219図  A区深掘 トレンチ・西壁

断面 (東南から)
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1.石臼 (第 6ト レンチ。SG137) 2.石鉢 (椿状遺構 。SG136) 3.陶器 (第 8ト レンチ・SG125)

(第 8ト レンチ・SG133) 5。 上師質土器 (第 8ト レンチ。SGH7) 6.椀 (第 8ト レンチ・SG134)

トレンチ 。SG44)

第220図 第 6ト レンチ・第 3ト レンチ 。櫓状遺構遺物 (縮尺は 1・ 2が v3、 4～ 6は Vl、

4,中国製磁器

7.石核 (第 8

3。 7は2/3)
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1.陶器 (第 9ト レンチ・SG126) 2.陶器 (第 9ト レンチ 。SG128) 3.陶器 (第 9ト レンチ 。SC127) 4.陶器

(第 13ト レンチ I SG129) 5.陶器 (第 13ト レンチ・SG120) 6a.陶器断面の漆付着状況 (第 13ト レンチ 。SG123)

6b.陶器 (第 13ト レンチ 。SG123+SG132) 7.陶 器 (第 13ト レンチ 。SGH9) 8.陶 器 (第 13ト レンチ 。SGH8)

第221図 第 9ト レンチ 。第13ト レンチ遺物 (縮尺は2/3)
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陶器 (SG122) 2.陶器 (SC121) 3.陶器 (SG124)

箆状石器 (SG36) 7.剥 片 (SG37)

第222図 第13ト レンチ遺物

4.陶器 (SG130)

(縮尺は2/3)

一 110-

5。 陶器 (SG131)



IH

1.砥石 (SG135) 2.ス クレイパー (SG19) 3.ス クレイパー (SC27) 4.二次加工ある剥片 (SG9) 5.剥 片

(SG3) 6.剥片(SG13) 7.剥 片の接合資料(SG3+SC13) 8.石核 (SC21) 9。 剥片(SG10) 10.剥片(SG31)

H.剥片 (SGll) 12.剥片 (SC8) 13.剥 片 (SC18) 14.石核 (SC22)

第223図 第21ト レンチの副郭土塁下遺物 (縮尺は 1・ 5～ 14が 2/3、 2～ 4は vl)

■
■
孔

ａ
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石核 (SC20) 2.石核 (SGl) 3.剥片 (SG4) 4.剥片 (SG42) 5。 石核 (SC5) 6.剥 片 (SG23)

石核 (SG14) 8.石核 (SG41) 9.剥 片 (SC40) 10.縄文土器 (SC88) 11.剥片 (SG46)

第224図 第21ト レンチの副郭土塁下 。第 1土塁遺物 (11の み第 1土塁 :縮尺は10のみVI、 他は2/3)
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1.縄文上器 (土壊 。SC86)

土器 (深掘 トレンチ・SG93-2)

7.剥片 (深掘 トレンチ 。SG54)

文上器 (表採 。SC98-1)

2.縄文土器 (深掘トレンチ・SC92) 3.縄文上器 (深掘トレンチ。SG94) 4.縄文

5.縄文土器 (深掘トレンチ・SG91-1) 6.縄 文土器 (深掘トレンチ 。SG93 8)

8.ス クレイパー (深掘トレンチ。SG49) 9.縄文土器 (表採・SG98 2) 10。 縄

第225図  A区遺物 (縮尺は2/3)
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２

．

７

縄文上器 (SG85)

弥生上器 (SC87)

縄文土器 (SC92) 3.
土師器 (SG112) 8.

第226図

・
8

縄文土器 (SG97 1) 4.縄文土器 (SCl14)

土師器 (SG105) 9,ス クレイパー (SC80)

A区表採遺物 (縮尺 は2/3)

一 H4-

5.弥生土器 (SG107)

10.打製石斧 (SG63)



第 3ト レンチ 第 8ト レンチ

第13ト レンチ 第13ト レンチ

第16ト レンチ (第 1堀切底部) 第16ト レンチ (第 1堀切西斜面)

第21ト レンチ (第 1上塁 。第 2土塁) 第21ト レンチ (第 3堀切東斜面)

第227図 発掘調査風景
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